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毛免』をも嘩

このたびの阪神・淡路大震災で被災された皆様方［こ、心よりお見舞い申し上げます。

- ---- -.......  - ・- -- -

指定地域に納税地がある法人の申告
I~ 

阪神・淡路大震災の被害を受けたこと等により、国税に関する法律に甚

う＜申告、申請、請求、届出その他書類の提出、納付又は徴収（以ド「申

告・納付等」といいます。）について、その期限（平成 7年 1月17日から

5月30日までの間に到来する申告・納付等の期限については、平成 7年 5

月31H) までに申告、納付等をすることができないと認められる場合は、

同封の「災害による申告、納付等の期限延長申請書」に申告・納付等

ができるようになる日を記載し、所轄税務署長に対し申請を行うことによ

り、その申告・納付等の期限を延長することができます。

※上記の場合において、法人税及び消貨税で平成 7年 1月17日から平成 8年 1月

30日までの間にその期限が到来するものの申告及びこれに伴う納付について、特

に甚大な被害を受けたために、あらかじめ期限延長の申諮を行えないことにつき

真にやむを得ない理由があると認められる場合は、平成 8年］月 31日までに申告

し、同時に所轄税務署長に対し期限延長の申請を行ったときは、その申告及びこ

れに伴う納付の期限がその申告を行った日まで延長されます。

なお、源泉所得税については、このような取扱いはありません。

奎
一誓

ー

〇指定地域とは、国税庁告示により次の地域となっております。

兵庫県神戸市、尼崎市、明石市、西宮市、洲本市、芦屋市、伊丹市

宝塚市、三木市、）1|西市、津名郡、三原郡西淡町、大阪府豊中市

低ノ9ご不明な点や詳細については、税務署又は税務相談室にお尋ねください。

嘉鼠員轟繹・ニ
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P. 2 

1 阪 神・淡路大其災に関する税制上の特例措濫| 
I 

I I 
阪神・淡路大寝災（以卜この頃て「大喪災Iといいます。）に関する税制上の特例措置

か、次のとおり講じられました。

1 法 人税・消費税関係

〇 籐災損失の繰戻しによる法人税額の遠付
法人の平成 7年］月 17Hから平成 8年 iHl6日まての間に終了する各事業年度において生した

欠指金額のうちに震災揖失金額かある場合には、その事業年度開始の日前 1年以的に開始した事

業年虔（以下 ilt校対象事業年1良 といいます。）の法人税額のうち震災捐失血額に対応する部

分の金額（震災損失金額の 2分0)1相当額が比較対象事業仔度の所得金額を超える場合には、前

2年以内に開始した各事業年度の法人悦額のうち震災｛員失金額の 2分の］相当額に達するよての

金額に対応する部分の合額）の還卜）を受けることかてきます。

この還付は、仮決惰による中問印告時 J)申語にあいても労itるごとがてきます。

、1主，上記の I衷災i員矢金額」とは、人震災しより棚卸資止、固定資産等について'-1したf員失に
係る金顎をいいます I,以下において 1石lしn八

〇 法人の利子・配当等に係る源泉所得税額の還付

法人の平成 7斗 1月170から平成 8年］月 1[；Hまでの間に終（する各事業年度において，りした

震災預文金額かある場合には、その事業年度における利子・配当等1ご係る所得税額の控除限度額

は、現行の控除限度額（所得税額等の控除前の注人税額）に姦災捐失金額相当額を加算した金額

とし、その事業年度の法人税額から拌除しきれなかった利子・配当等に係る所得税額については、

還付を受けるごとかてきます。

ごの還付は、仮決算による中間申告時にお lヽ ても受けることができます。

〇 法人税及び消費税の中間申告に係る特例

国税通則法の規定に基づく申告期限の延長により、法人税及び消費税の中間中告甚の提出期限

か益定中告書の提出期限と同一の日となる場合には、その中間申告書の提出は要しません。

〇消費税の届出書の提出に係る特例

大震災により被者を受けたため、次の届出書を提出するごとかてきなかった場合には、延長さ

れた申告期限まてに届出書を提出すれば、本来の提出時期まてに提出されたものとみなされます。

・課悦事業者速択（イヽ適用）届出各 ・簡易課税制度選択（不適用）届出書

〇その他

（l) 被災者向け擾良賃貸住宅の割増憤却

12) 被災代替資注等の特別僕却

131 I地譲渡所得課税の特例

2 源泉所得税関係

14) 特定の資産の買換えの場合の課税の特例

151 買換え特例に係る買換資産の取得期間等の延長

16） 指定寄附金制度の活用

0 大頒災により住宅が居住の用に供せなくなった場合の住宅取得等特別控除の適用の特例

住宅取得等特別控除の対象となっている住宅が、大震災により居件の用に供するごとかできな

くなった！易合においては、 6年の拌除期間のうち残存期間について、任宅取得等特別控除の適用

を受けることができます。

〇 財形住宅貯蓄等の要件に該当しない払出しをした場合の課税の特例

勤労者財産形成住宅（年金）貯蓄につき、要件に咳当しないこととなる払出しか半成 7年 1月

17日から平成 8年 1月16日までの間に行われた場合に、その払出しか大震災により被害を受けた

ことに伴つものてあるときは、税務習長の破認を受けることにより、利子、収益の分配又は差益

については課税対象とはせず、非課税貯蓄としての払出しを認めるとともに、そ及課税も適用さ

れ庄せん。

なわ、払出しの際、所得税を徴収されたもののうち一定のものについては、徴収された所得税

額¢)還付を受けることかできます、

〇 給与所得者等が住宅資金の貸付けを受けた場合の課税の特例

大震災により自己の件宅か滅失又は損壊した給与所得者等か、住宅の取褐等に要する資金1ご充

てるため、平成 7年 1月17日から平成 8年12月31日までの間に使用者等からその資金の貸付けを

使用人である地位に基づいて無利息又は低い合利て受けた場合等の経済的利益については、所得

税が課税されません。

,,7 iiii扁，：＇：
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〇最低資本金を満たすまでの利益等の資本組入れに係るみなし配当の非課税措置等の適用期
限の延長

両法等における骰低資本令に関する経過措酋の特f9lIか延長されt・のに1rtせて、利益の資本組、入

れに係るみなし配当の所得税（り非課悦措囲等の遥用期限が乎成 9年 8月31日まて 1年間延長され
ましたc

3 印紙税関係

〇 消費貸借に関する契約書に係る印紙税の特例

政府系金顧機関又は地方公共団体等が大震災により披害を受けた者を対象として行う住宅資

金、設備資金｀返転資金等の特別貸付けに関して作成される消費貸借に関する契約占のうち、平

成7年］月 17日から平成10年 3月3lHまでの間に作成されるものについては、印紙税か謀税され
ません。

［巴門□忍路:霞災に関する諸費用？互ぐ紐四四扱り口］I
灰神・淡路大裟災（以下この項て「災害Iといいます。）に関して法人か支出する諸巷用の取扱

いのうち主なものは次のとおりてす。

〇災害損失特別勘定

災害により損壊等をした棚卸資産及ひ固定資性（以下［被災資産」といいます。）の修繕等のた

めに災害のあった日から 1年以内に支出すると見込まれる費用については、その適正な見積額を、
災害のあった日の屈する事業年度において災害／員失特別勘定として社理し、損金の額に算入する
ごとかできます。

〇復旧費用

被災資産の被害前の効用を維持するための補強Tー事年に要した費用は、現行の取扱いにかかわ
らず、修繕費としてその令額を損金の額に算入すろことがてきます。

〇損壊した貨借資産等に係る補修費用

賃借人である法人が補修義務のない賃借建物等について原状回復のための補修を行った場合に

は、その補修費用について、修繕費としてその全額を損金の額に算入することかできます。

また、法人が補修義務のない販売又は賃貸をした資産について捕修をした場合も、同様に取り
扱われます。

〇従業員に対して支出した災害見毀金

災害を受けた自己の役員又は使用人に一定の怪準で支絵した災害見舞金品て、その金額が社会

通念上相当てあるものは、福利厚生費としてその全額を損金の額に算入することかてきます。

また、法人が自己の役員や使用人と同等の事情にある専属下請先の役員又は使用人や特約店の
セールスマンに対して支給する災害見舞金品についても、同様に取り扱われます。

『納税の猶予及び源泉所得税の徴収猶予又は還付］

納税の猶予

財産に被害を受けたため税金を一時に納付することがてきない法人は、その申請により、原則と

して、 1年以内の期間を限度として、法人税、法人の消費税及び掠泉所得税なとの国税について納
税の梢予を受けることがてきます。

2 源 泉 所 得 税 の 徴 収 猶 予 又は還付

仕宅・家財1こ損害を受けた給与所得者等は、災害滅免法の規定により、給与なとに対する源泉所
得税の徴収猶下又は還付を受けることかてきます。

なお、災害滅免法の改正及び臨時特例法の施行により、次の措晋か図られました。

〇 災害滅免法の改正により、合計所得金額が 1.000万円以下（改正前 600万円以F)の給与所得
者等が、この徴収猶予又は還付の適用を受けることがてきます。

〇 臨時特例法の施行により、所得税の雑損控除や災害滅免法による源泉所得税の祓免措暦を選択

により平成 8年分の確定申告において適用できます。

なお、繰越雑損失かある場合には、平成 7年分以降 3年以内の各年において、徴収猶予限段額
まて源泉所得税の徴収猶予を受けることができます。
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| ［屯電話相談竺ンクスアンサー）もご利用<t戸戸いJ
災害に関するさまざまな税の疑問にコンビュータがお答えします。

《タックスアンサーコード表 》

コード番号 項 目

【申告・納期限の延長］

8 0 0 0 1 ・ 阪神・淡路大震災に係る申告、納付等の期限延長

8 0 0 l ・ 災害による期限の延長

【災害を受けた時の納税の狛予等の取扱いl
8 0 0 2 | ． 災宮を受けたときの納税の町

8 0 0 3 ・ サラリーマン、公的年金受給者が災害を受けたときの源泉所褐税の徴収

猶予及び還付

8 0 0 8 | ． 災害を受けた酒類、たばこ、揮発油なとに対する救済措置

【災害減免による軽減免除についてl
8 0 0 4 | ． 災害を受けたときの所得税0)軽滅免除

【その他の取扱いl
8 0 l 1 I ・ 阪神・淡路大畏災に係る義援金等の募金団体に対する確認手続の開素化

について

8 0 1 2 ・ 阪神・淡路大震災に関する費用等の法人税の取扱いについて

8 0 1 5 ・ 所得税関係の阪神・淡路人震災への税制上の対応について

s o 1 6 I • 法人税関係の阪神・淡路大震災への税制上の対応について

8 o 1 7 I ・ 特別償却関係の阪神・淡路大震災への税制上の対応について

8 o l s I • 特定資産等の買換えの特例関係の阪神・淡路大震災への税制上の対応に

ついて

s o 1 g I ・ 土地譲渡所得課税の特例関係の阪神・淡路大震災への税制上の対応につ

いて

8 0 2 2 1 • 印紙税・消費税関係の阪神・淡路大震災への税制上の対応について

〇 これ以外にも、多数の項目について掲載した「タックスアンサーコード表」を税務署に用
意しておりますので、ご利用くたさい。

匹タックスアンサ

大

奈．． 

の 電 話 番 号

阪 06(946)2222 ・京都 075(441)6677 •神

良 0742(23)2299 •和歌山 0734(22)6677 ・大

戸 078(321)1144

津 0775(23)3322 冒

《利用の仕方》

］ 最寄りのクックスアンサーに電話をかけると案内が流れますのて、その案内にしたか

ってコード番号をダイヤルするとわかりやすく解税します。

2 大阪、神戸及び和歌山のタックスアンサーでは、回答内容や Iコード表」をフ、f ック

スによって取り出すことができます。

※ 案内の穀初で、 「音声ての回答」か「ファクシミ ljでの回答Jかを選択することと

なっていますので、 「ファクシミリての回答」の「 1」を選択してください。

＊ 利用時間は、毎日 6時から24時まててす。日曜・祝日などの休日にもご利用できます。

7.3 
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ユ申
・ 淡 路 大 震 災 で被災された地域の方へ

告期限等のお知 ら せ

〇指定地域に納税地のある方の申告・納付などの期限

【指定地域l
兵 庫県 神戸 市、 尼崎市、明石市、西宮市、 Jt1本市

［ 
、芦屋市

伊丹市、宝塚市、三木市、川西市、津名郡津名町、淡路町

北；炎町、一宮町、 東 浦 町 、 五 色 町 、 三 原 郡 西 淡 町

大阪府豊中市

（被災され相当の期間、平成 6年分の申告等ができない方は
申告等をしていただければよいこととしています。

申告所得税 平成 8年3
 

次の日までに）

月 15日

個人の 肖、
、
I

（その他の方は、

費税

由告所得税・個人の消費税

平成

平 成

8
 
7
 

年 4
 次の日を期限とすることとしています。）

5
 

月

年 月

．
 

3 1 

日

日

（次の日を期限とすることとしています,I 

法人 税等 平成 7
 

年 5
 

［法人税等とは、法人税、法人の消費税、原泉所喝税、
税、贈与税、酒税、法定調書の1晨出等をいいます。

月 31日

相紐 I

ただし、被災されたことにより、平成 7年 5月 31日までに
申 告 等 が で き な い 事情がある場合は、個別に税務署に申請
して、期限延長の措置を受けることがてきます。

〇指定地域以外に納税地がある方で被災された方の申告

納付などの期限

指 定 地 域 以 外 に 納税地がある個人又は法人で、被災された
ことにより期限までに申告等ができない事情がある場合には、

'期限延長の措置を受けることができ

＇心ぬ崎芯砂西冷吟吟吟傘吟吟翌砂心砂改

＇付申告を受付中です。忍
忍

忍……心砂忍ぶ齊蕊忍忍€C→西が…e〗
兌務署・税務相談室にお尋ねください。

大 阪 国 税 局 一 税 務 署

~
 

~
~
~
 

~< 

ー波 噌1 了 m99n=
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（表面）

平成 7年 1月

税務署

法人税・消費税の申告・納付等

源泉所得税の納付等
の期限の延長の取扱いについて

阪神大震災により被害を受けたため、同税に関する法律に甚づく申告、申請、請求、

届出その他書類の提出、納付又は徴収（以下［申告、納付等」といいます。〕に関する期限

までにこれらの行為をすることがてきないときは、次により、災害かゃんだ日から 2か月

以内に限り、その期限が延長されます。

地域指定による延長

次の地域内に納税地かある納税者については、特に申請を行わなくても平成 7年 1月

17日以後に到来する申告、納付等の期限は、遥って定める日まで延長されます。

【指定地域（平成 7年 1月25日現在） ］ 

兵庫県神戸市、尼蛤市、明石市、西宮市、洲本市、芦屋市、伊月市、宝塚市、

三木市、川西市、津名郡、三原郡西淡町、大阪府豊中市

（注） この延長は、指定地域内に納税地のある納税者に限られますから、たとえ指定

地域内に事業所等を有する場合であっても、指定地域外に納税地のある納税者に

ついては、地域指定による期限の延長の適用はありません。

なお、その事業所等が被害を受け、そのため申告、納付等をすることか事実ト

不可能であるような場合には、 2の涸別指定により期限の延長かできます。

（例）指定された地域が X市の場合

納税者 納税地|事業所等 指定方法 申請手続

A X 市 y 市 地域指定 不 要

B y 市 X 市 , llll月ll指定 1必 要

（説明）

納税者 Aについては納税地か指定地域内てあるので、申告、納付等の期限が

延長されます。

納税者 Bについては事業所等が指定地域内であっても納税地が指定地域外の

ため、申告、納付等の期限延長を行う場合には、 Y市を管轄する税務署長の個別

指定が必要となります。

2 個別指定による延長

1の指定地域外に納税地がある納税者については、阪神大震災により期限までに申告、

納付等かできないと認められる場合に限り、納税地の税務署長に対して所定の申請をし、

承認を受けた場合には、平成 7年］月 17日以後に到来する申告・納付等の期限は、指定さ

れた日まで延長されます。

l:•t が 9

国税関係

;ill皿II
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（裏面）

延長となる申告・納付等の期限

［地域指定による延長】

災害により最初に

被害を受けた日

（平 7. 1. 17) 

-7/― 

(2か月以内） ， 
|9 延長の対象となる期限 9i 

←一ー地域指定による延長~

し
一 申告・納付

等の期限 〕
［ 延長となる申告

— 納付等の期限 J 

［個別指定による延長1

(2か月以内）

指定期日

（ 
申請に基づき

税務著長が指定

|1 延長の対 象 と な る 期 限 9I 

「個月IJ指定による延長―--うi

） 

［ 申告・納付
等の難限 〕

［ 延長となる申告

納付等の期限 ’ 
-l 

（注） 地域指定及び個別指定による延長については、たばこ税、揮発油税、航空機燃料税、石油

ガス税などについても適用があります。

＊ こ＇不明の点や詳細については、お気軽に最寄りの税務署又は税務相談室にお尋ねくださいっ

ii’’’- ．．．I I I l l l l―こ」,,



国税関係

平成 7 年

阪神大震災て被災された皆様方に
心からお見舞い申し上けます。

月

プド反匡旦Iおもたも 手免矛汚署

今国の地裳災害によって被害を受けられた方については、次のような国税の申告期限等の廷長
軽ほ•免除、納税の猶予等を受けることができます。

II申告、納付なぎ竺直璽ーの延E]
＞ 指 定 地 域 の 方 の 場 合

平成 7年 1月25日 、兵直県神戸市、尼崎市、明戸市、
西宮市、洲本市、芦塁市、伊丹市、宝塚市、
三木 市 、 川 西 市 、津名郡、三原郡西淡町、
大阪丙嘩中叶Jー か国税通貝I§の規定による災害坦域に揖定されました。

指定された地域に納税地かある 11!1人文は法人は、特別の申請を 1Tわなくても 1月17日
以降に到来する申告・申請・納付期限等か延長されます，なわ、延長期限は、決定次第
ぉ紅ら せ い た し ま す e

---

じン 指定池域以外の方の場合
なお、指定された地域以外に納税 地 か あ る 個 人 又 は 法 人 で も 、 指 定 さ れ た 地 域 と 同 様 の 被 宣

を受けられた湯合は、所轄の税務署長に申請して、指定された地域と同様に申告・申請・納付
期限等の延長を受けることかできます c

I 所（品税の軽減•免除 i|
l ｛土宅、家財などの損害額、又は、災害関連支出が一定金額を超えた方は、雑揖控除として、

その超えた額が課税対象から控除されます。
2 住宅や家財の半分以上に損害を受け、しかも所得金額が、一定金額以下の方は、災害減免法

の規定により所得金額に応じて、所 得 税 が 全 額 免 除 あ る い は 一 部 軽 減 さ れ よ す c

（ この減免措置は、平成 7年分の所湿税について適用されますが、今後特別措置が講しられ
た場合は、決定次第お知らせします C ) 

[用続税・贈与税の軽g
l 災害が申告期限前の場合

相続文は贈与により取得した財産が被害を受けた場合には、課税佃格の計算に際し、災害
減免法の規定によりそれらの財産の価額から被害を受けた部分の価額が控除されます。

2 災害か申告期限後の場合
相続又は贈与により取 1尋した財産が被害を受けた場合には、災害のあった日以没に納付

すぺき相続税額・賭与税額（延納中又は徴収措予中の悦額等に限られ、滞納中の税頼は除き
ます。：，が、災害減免法の規定により被害の程度に応じて免除されます c

＇『原泉冨；耳¢;｝徴収猶予又は還けの申請 iI

住宅・家財に損害を受けた方は、災害減免法の規定により、給与なとに灼する源泉所 i尋税の
徴収 1酋予や遠杓が受けられます c

1[J五ぃ五…り］
財産に被害を受けたため税金を一時に納 1寸することができない方は、その申請により 1年以内
事清によ っ て は 更 に 1年）の範囲で納税の酒予か受けられます 3

| tii， 災酒類 等 の 救 済 措 置l
酒頷又はたばこ若しくは揮発曲（以下「酒類等」という。）の製造者の方又は販売業者の方が

販売のために所持している酒類等か、災害により亡失等した場合には、被災酒類等の所持者の方
からの申請に基づき、酒税又はたばこ税若しくは揮発忠税の税相当額について災害減免法による
救済措憧か受けられます c

女 ご大明の点や詳細については、 お気軽に最寄りの税務署又は税務相駁室にお井ね下さい。
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西宮分室匹0798-23-0089 

税務相談室
明石分室匹078-917-0030

税務相談室
豊能分室匹0727-53-2195

大阪国税局
税務相談室も 06-945-0030
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Ill』
税務署長

＿―戸鬱

災害を受けた資産の明細書

仕所又は
居所

氏名 ⑲ 

要

応
国
）

-=•"~ 

災宮を受けた［
年月 81平成 年 月 日被災の原因！

—... _,  

i 被災財産の区分 ＇｝ 
ー～ー•一―- •L _．--」＿-- - •一•- -- -- - ----- --- -•--- -• ---, ＿ ·----.-— 
一ー 土砂空ーニロ．iJ邪ぬ{^bi額 '3 イ字，；翌虞て[ (1'和 1楕占訊(R-a,I I ih 1 割合('，)

＾ー・

被！ 住 宅

災家 財

_し- --f_·----•一一—□',＂［/_―_～.＿_:／ ／ーロ凸Ill凸/--t--• ·—.」- ------t--＿ーーロ／ーロ
ロローロ名：口戸□"fl―-□□□／1ーローロ・
況 ヒ ・ •i___ --••一―.＿＿, I L_i―ー・---；― --t--l―---•,-----------，＿．-----

-- i'  

¢), '----~丁―-----—-＋----―→•----

内―――→―---- -［―□ ―---—------ ---•------•—-—— 9- -

訳 9 □□ I 1-lー一□二」I--／ロニ→一一
e 、:99明細書It、災宮を受111．直後にその被災状況をあらかしめ税務葛に屈I「出よ 1とするtl'合や帷定申代の際1一災害「よる雑損控桧を受けよ；とする場合又19災害虹免法の規和・よる所得税の氏免

を受けようとすら鳩合に使用して＼ださい。

〇 喜きかた1こついては、裏面をお読みく f’さい，
（所総 4091 



II' 
屯巨 Al 

か
•• 

ャ‘

この明細荼は｀次により苫いてくださいウ

l 雑損朽除を受けよう｝する人は、墳害を受i9f• 伝亮， 1•;9l1,ii 荏．隼藁の1191コ供する [8ふ1臼．中業1 ・係る樟涎姦死及び II旧 内に通常必・翌でしい百産以外め

資産をいし・ます。）全部につし・て書し、てくがさし・

2 災害減免法による所沿税の減免を受けよ 9とtる人心、紅i：疋び涙91fこけに.,..,•万苔し，：、 I,' し，

3 各欄の書gヵ・たについては．幻こ d・§§lてくださし、 C

119 一般及の原因．欄

この欄ICは、災再"[,:分を水害火災などグ1t ｝「汽さ A9しヤ‘’こ竺．、 J

訟： 「嫉災状況」襴

この憫Iこiょ．まず． 99：ハ．,ii椀堤1知兄J巫1ぷ 嗚て、個•!？湘19>どを口t"しtl. J:9よ＇＼含 9・ ¥!,・ヤヽ たべし、

なお．准宅」、「家射」、「事業用固定な帝」以外ダJ6&  I6;1,• :9、日字・ （＋柑と．濯et4とc .-．•砂盈や名作叫． g：」荘など‘し＇済序 (C·O,, ては

襴の卜ので欄に書き入れ・て（た名い。

9 「9D 岐災直m )；け項i9の 年 頃 l喘(';9,• 「 O 位む"'''合，i胡 l欄に：'・'応？99;：「液父 9k,R呵 ・i訳」欄v可，＇［ 破災,，印iにi/r行してし、たもの躙砂 9{̀ 

（：い⑫9十③）｝」襴からその被災和乾，！砂 9(jも口財翌露，和ことの令'，t狛り苫＇，人／ t： ・'9バい

ロ 唸 1呆陰全、 99 ．界賠濱金等濯•こんき 9 ．た全釦閏．＇i !匹金や梢因貼溶金なビの廷~こ·か 1.-J t ．己．9, る場合に、 ~t の文じ、た名ける令甜凶みの 9j笠どな．， 9 昆

災財佐の区分こと 1 ・判明するとさは．そ~の被’"オ，庄 ¢frむへf こ 9 ，一、演災財産＂区’分．．どに t[l9'. 」9'’ どさ心 依ば『．9!必の淡，＂’`：,． i,IR[9i l. tどこらしより壽き

入れてください。

なお、その明細，支払者ごとの名称、支払を・を1ナら含91i・ 1呆除99契杓金§9など＂ ：こ ••9 しては

さ9、」

131 「猜出9i兄9淋湖 l襴

この襴1ーは、投害を受Itt貸片につい-. -• 9るf,～『＇’・".' ."'より苫ヤ入れ、●くださ．．

イ ！心被災直前に所；； 9・'"だしの i襴．＇（破災財礼 □1£幻瀾こ：．i 牧．e•財咽可3.)9 # Q に‘i る財 事榮用lさ1万-/t,g.9ぶとのよ ・9;•汽ぎ人9L て、 9こ,,,

ロ 「②, (Dの •j ら妓災後存仕するものJ闇：・は、炎内に .,,u さ、成」．！たも四．.,いて，：．「リ」ど吾べ入"C : cこ文'，',

ハ 「93） 除土費等の付随費弔」襴には．災ギ9.+’Iぶ9. IR#、＇^ 6H r怜 r3f~99,4?nmk ざりや／9. ＂ク汲 9il力ら lm.‘訥・;9.:i:’.i復 iH行等災出に関拉し 9_119磁

費用を百ぎ入れてくだぢい，

ご 「9D 被災打前に所行していたもの J櫂ぼパ9,:~ J．"''ら液災 i妥存在するもの．欄巧り'(● J噌阪 •'l 袖 39]襴 1: ： 9 ．被と財弗が人の場合には・人により言、ら人れてくだ

そし、0

9り 住宅、家9オ、その他准損仕除の対tと；る伍産9:I員ど¢受けf・場合

lt'もや家9Aなとのl●失時の峙面ご計迂 l.tす心

（口I f'業用釘年1:99害を受けた場合

原9llどしてたな 90資荏や中艇用固定i刊などの取得酒額を在として ,t,.し9ヤ

い 牛治に通常必要でない交歴に損害を•芽けた場合

l"，1として査産99取得1●狼を店として6t"します。

ホ 「破災り）程度」欄には．例え：ぷ．令焼、キ焼、流：l}又：；旧J棗などと言 ‘A91てくだべぃ．

ヘ l 摘惑」瀾1 こ心、被害を受Itfこ斎産'"'斤 ~9t地 l 場所｝ f，It所と毀なるものについてはその孜産の所在地 9場所！など参名となる事項を嘉さ入れ fくだが・＜

ヤ生用匝定五屯」

柘占甜9

、こ fl莉紐のむ全白こ苫（か、 Yヽ に適訂の別紙［ ＿茫いて栢付 Lて、，9＿
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＊＊ ＊震災関係の申告に必要な書類＊ ＊＊ 

0 平成 7 年分確定中告害
（あらかじめ、住所・氏名・還付金振込口座について記入しておいて下さい。）

0 災害 を受けた資叩の明細苔
（あらかじめ、家財について損宮の明細を記入しておいて下さい。）

〇修繕に係る見精書及び領収讀

0 サラリーマンの方は 7 勺三ク}i原牙ミ翁攻小又葛尽（原本）

O En銀益

桑 堕害が大きく「簡易な計算書」により損害額を計算する場合は、必ず税務署でご相談

下さい。 （この場合、被害にあった住宅の建築年や床面積が確認てきる書類（登記簿の

謄本や権利書など）が必要となります。）



（表面）

阪神人霰災て被災された方の所得税の減免措四

【災宮減免法の特例】

大阪固税局
税務署

今同の大震災により仕宅又は家財について甚大な被害を受けたときは、平成 6年分の

所得税について、災害滅免法（災害被害者に対する租税の減免・徴収猶予等に関する法律）

による軽減免除の適用を受けることができる特例が設けられました。

◎ 特例が受けられる方

この特例が受けられるのは、次のいずれにも当てはまる方てす。

① 今同の大震災により被害を受けた住宅又は家財の損害額が、その住宅又は家財の価額

の2分の 1以上であること

② 平成 6年分の所得全額がL000万円以下て、所得税額かあること

⑧ 雑損控除の特例を受けないこと

◎ 軽滅免除される平成 6年分の所得税額

① 所得金額か500万円以下の方 ⇒l 全額免除

② 所得金額が500万円を超え 750万円以下の方 占 2分の］の軽減

③ 所得金額が750万円を超え 1.000万円以下の方 占 4分の］の軽減

c 特例を受けるための手続

この特例を受けるためには、平成 6年分の確定申告書に、次の事項を記載する必要か

あります。

① この特例を受ける旨

② 被害の状況

③ 損害金額

※ 損害金額の計算か困難な方は、簡易な方法ても計算できます。

還付申告は、 3月を過ぎても受け付けています

国税関係
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（裏面）

【雑損控除の特例］

今回の大震災により住宅や家財等の資産について損失が生したときは、平成 6年分の所困

において、その損失を所得税法による雑損控除の適用対象とすることができる特例が設けら

れました。

◎ 特例が受けられる方

この特例が受けられるのは、次のいずれにも当てはまる方です。

① 今回の大震災により住宅や家財などの生活に通常必要な資産の損害を受けたこと

② 災害滅免法の特例を受けないこと

◎ 雑損控除の対象となる金額

次のいずれか多い方の金額（雑損失の金額）です。

①
―
②
 

差引損失額ー所得金額 x10% 

差引損失額のうち災害関連支出の金額-5万円

※ 差引損失額の計算が困難な方は、統易な方法でも計算できます。

◎ 特例を受けるための手続

この特例を受けるためには、平成 6年分の確定申告書に、次の事項を記載する必要か

ありますっ

① この特例を受ける旨

② 雑損控除に関する事項

【抜災事業用資産の損失の必要経費算入の特例J

今回の大震災により事業用の固定資産等について損失が生じたときは、その損失の金額を

平成 6年分の事業所得等の金額の計算上、必要経費に算入することがてきる特例が設けられ

ました。

◎ 特例が受けられる方

この特例が受けられるのは、今回の大地震により事業用の固定資産等に損害を受けた

方です。

還付申告は、 3月を過ぎても受け付けています

：旱皿 "忌 畠品，
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住宅、家財等に対する損害額の簡易計算
【阪神・淡路大震災用］

大阪国税局

毛兌紗号

この度の阪神・淡路大震災により被害を受けた住宅又は家財等の損害額の計算については、被害の

ぁった時の時価（その資産が被害を受ける直前の価額）を甚礎として個々に計算することとなってい

ますか、損害を受けた資産について個々に損害額を計算することか困難な場合には、便宜、次のよう

な方法により損害額を計算していただいてよいことにしていますq

なお、保険金、共済金及び損害賠償金等で補てんされる金額かある場合には、その金額を差し引い

た後の金額が損害額となります。

1 住宅に対する損害額の計算

住宅に対する損害額は、被害を受けた住宅の1青造（木造、鉄筋Jンクリート造等）及び建築時期により、

「住宅の時f曲額筋易表」（別表 1)の Irr/当たりの時価額に延床面積数（事業用部分を除きます。）

及ひ「被害割合表」（別表 2)の住宅の被害割合を乗じた金額とします。

···································•·••···················· 
Irr/当たりの時価額 X 延床面積数 X 被害割合

（別表 1) (別表 2

2 家財に対する損害額の計算

家財に対する損害額は、次の①と②の合計額を算出し、それに―被害割合表」 （別表 2)の家財

の被害割合を乗じた金額とします。

なお、アパートやマンション等を借りておられる方で、その住宅か全損等の被害を受けた場合に

おいても、同様な方法により家財の損害額を算出します。

また、生計を一にする親族の中に所得者か 2人以上いる場合で、その家財の所有関係が明確に区

分することができないときには、それぞれの総所得金額の合計額を算出し、その総所得金額の合計

額を基として計算した損失額を各所得者ごとの所得の比であん分した金額をそれぞれの者の家財の

損害額とします。

（注．） 1 平成 6年分の総所得金額は、譲渡所得の金額及び一時所得の金領を含めずに算出し、仮神・淡路大震災

による1員失額を差し引く前の金額てす。

2 事業専従者の方は、一般の給与所得者と同様に取り扱います。

① 「平成 6年分の総所得金額」に応ずる家財の額

平成 6年分の総所得金額 (l,000万円を限度とします。）に、 50％を乗じた金額とします。

（注） 総所得金額が 1,000万円を超える方については、個別に計算していただくこともできますので、詳しくは

穀寄りの税務署にお問い合わせください，

② 「生計を一にする同居親族の数（本人を含みます。）」に応する家財の額

大人（平7.I. 17現在、 18歳以上の者） 1人につき I.000, 000円、小人 1人につき 600.000円

で計算します。

（注） 単身赴任等で家族と別居し赴任先で被害に遺われた場合、税法ヒの控除対象配偶者又は扶養親族を有する

方ても、同居親族は本人のみとしてください。

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
（①で算出した金額十②で算出した金額） X 被害割合（別表 2)

7. 2 

甑
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P. 2 

3 自家用自動車に対する損 害 額 の 計 算

自家用自動車に対する損害額は、通常、生活に必要な自家用自動車に限り、取得価額に下自家用

自動車の時価率表」 （別表 3)の時価率を乗した金額から、処分（見込）価額等を差し引いた金額

とします3

・ヽ・ •””• • ・” ．．▲  ・ ・ ・ ・ ~”·””·”•”” 

自家用自動車の
X 時価率（別表 3)

取得価額
．．▲ • ・ ・ ・ ・ ・ ▼”▼ ▼・・・ ・ ・ ・”▼ ▼ 

別 表

【 住 宅 の 時 価 額 簡 易 表］

処分（見込）価額等

(1対当たり）

建 時 期 木 造
鉄骨鉄筋 鉄 筋

鉄骨造
J yりIIート

築
切り ，Iート造 コ y ダ I•I -r造 1 E，ク造

年 千円 II 千円 千円 千戸］ 千円

平 2 ～平 6 1 7 5 3 2 9 258 2 0 I 156 

昭 6 (I ~平 元 I 5 8 3 I 6 2 4 8 I 190 14 8 

昭 55 ～昭 59 141 303 i 2 3 8 178 140 

290 I 昭 50 ～昭 54 I 2 4 2 2 8 16 6 l 3 2 

昭 45 ～昭 49 I O 7 2 7 8 2 1 8 154 • -i 2 4 

昭 4 0 ～昭 44 90 2 6 5 2 0 8 14 3 116 

昭 39以前 73 2 5 2 198 131 l O 8 

別表 2

【 被 害 割 合 表 ］

住宅
家 財

摘 要
火災要因 地震要困

％ ％ ％ 
被害住宅の残存部分に補條を加えても、再び住宅として

全 損 1 0 0 I O 0 I 00 
使用てきないもの。

全 1月に準
主要構造1lll(l)！員害額が、その達物の時価の50％以上てあ

7 0 I O 0 7 0 るか、焼失または用壌部分の面積が70％以上に達した程席の
ずるもの ものて、残存部分を補修すれば再び使用てきるもの。

主要清造部(J)1員害額が、その建物の時lilli(J)20％以上50%

半 損 50 I 00 5 0 未潰であるか、焼失または崩壌部分の面積が 20為以上70%

未満であり、残存部分を補修すれば再び使用できるもの。

一部破損 2 0 I 00 20 
主要構造部のt員害額が、その建物の時価の20％未満てあ

るもの。

（注） 「主要構造部」とは、軸組、甚礎、屋根、外壁等をいいます。

別表 3

【自家用自動車の時価率表］

；ー有期間 1 1 年未満~14年以上

時 価 率 0. 9 0, 8 0.7 0.6 0, 5 

※ ご不明な点や詳細については、最寄りの税務署か税務相談室にお尋ねください。

圃
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災害を受けた住宅、家財等の損害額の計箕書

災害年月日
， 

購入（建益〉年月日

住宅の揖返等！木造・鉄賃注石・鉄筋・鉄骨迫• 9,9,'ート1,,,1居宅・官絹等 I汗弔 I持家・賃貸

| 贖人（建築）価額

住毛の被害状況 I全壊・牛壌・全焼，半焼，その他（

家財の 1反害状況 9こんす（和・洋・整）｀そ＂他の家具（主なし＂

種
期
穎

埒
価

g
晶

/
9
9
 

豆
取
取

自
動
車

自
家
用引

千 C C) 

）、電化其品 i士9しの )、 t01也（王引ヽ ト

円

氏 名

＇ 

1面当たりの時価雑（簡尻表しよ；） ① 
江

i 【※ 住宅の時価額簡男表については｀別表 1を誓照］
←-

生
宅 延 床 面 積 R : 

＂｛ 
住 の

｀ ← 

戸

宅 伍宅の時 lilli 粒（① X ② : I ③ 
9 9 

揖害頷 (@  X 被害割合） ④ 
円

辺） 【※ 破害割合については、別表 2を参照］

保険金・共済金・損害賠償金などに.
⑤ 

巨

補 て ん さ れ た 金 9i 
損

/・ 

差月11員 密 ,1 （ ④ 一 ⑤ ） ⑤ 
円

害
持 分 割 合 ⑦ 

% 災!--•

％ 円

％ 

庄 宅 巧

→』
l 

9月 各人 の項 害杏 月( @ X ⑦)  R 
円 円 I| Fi 

※ 消害割合(R+（③  X ⑦)）  R 
％ % | ％ ％ 

l .... 
円

平成 6 :i3:. 分の総所瀑金額 R 
円 円 F 

i 

家 各 人 の ⑩ の 合 計 苓i g 
Fl 

％＇ 
----------

各人の割合 (R  +⑪）  ⑫ 
％ %' ％ 

財 ' ， 
--- -

(「・if,X 50%」叶金釦計算するに当 th、⑪"盃籾ll1 000万円を限度とI.if砂 巨
家 臣 の 大評人人 1. 99、!、l ＄ 

頃Dx 50%) + (LOO万円 X + 60万RX 人AJ 
の

j員害甜（⑬ X j皮害割合 J ⑪ 
E 

．．狂； 被害割合については別表 2をお照）

損 1呆険金・共済金・ 1員害陪償金などで
⑮ 

円

補 て ん さ れ た 金 吝li

忠＇ 差弓1投吾 9ii （⑭一⑮） ⑮ 
円

各人の ia 害額（⑯ x ⑫)  ⑰ 円 i： 
F ヨ＇| 円

9ll 
※ j員 害 喜I 合

⑬ % I ％ 鉗，， ％ 

（⑰十⑰） ＋ （（⑬ X@) ＋⑲ J 
‘~~ 

自 取得研顎 X （！寺面率） ⑮ 
円， Fl 円 円

家 （※ 時価牢については｀ I］表 3を参照］

用 保 険金・共溢金．損害賠償金などで 円 R 円 F] 
自 ⑳ 

動 補 て ん さ れ た 金

＂ ＇ 

単
処分（見込） 1il5額又は下取（見込）面碩 R 円 li 

p F 円

の

損

i ⑫ I 
Fl Fl Fi f'l 

害 損密 ,i (⑲ー⑳一⑪）
額

el-__— 

i
孔

| 1月害韻の合 lt （ ⑤ 十 ⑰ ＋ ⑫〉:ぃ p 1外 円 I外 円 1外

(i主） 1 太線内は、揖害金額を算出する必す項目ですので、可能な限り項目の数値を確認して申告してくたさい。

2 R 又は3の損害割合が50％以上の方は、雑損控除と災害滅免のどちらか有利な方を選沢できます。

3 災客関連支出がある場合には、⑰欄に外書きしてください。

円

99~ 吋l

383 



P.4 

384 

災害減免法と所 得 税 法 （ 雑 損 控 除 ） の 相 違 点

地震、火災、風水害なとの災害によって、住宅や家財なとに損害を受けたときは、確定申告て

「災害減免法」に定める税金の程減免除による方法、 「所得税法」に定める雑損控除の方法の上互

らか有利な方法を選ふことによって、所得税の全部、又は一部を軽減することかてきまず。

‘‘¥ ＼、~＼ ＼ ¥、 災 害 減 免 法 所得税法（雑揖控除）

災害による憤失に限られますc 災害、盗難、潰領による損失が対匁と

捐失の発生原因 なります。

対象となる資産の範 揖害笞むが住宅又は家財IT) J/2以上 生活に通常必要な資産に限られます＾

囲等 であることが必要です。 （たな卸資南や事業用の固定資産、生1舌

に通常必要でない資産は除かれますC)

ー・

~-

III ， '.,'社税-9額9 -

控除額は次の①と②のうちいすれか多

その年の い方の金額です。

控除額の計算 所得金額 G)差引揖失額ー所得金額の10分の 1

（給与の収入） ②差弓1損失額のうち災害閉連支出の金

額ー 5万円

又は （注‘

500万円以下 全額免除 ①差引損失額

(677万円以下） ＝損害金額ー保険金などによって

所得税の軽減額 500 ~ 750 1/2の経減 補てんされる金額

(677 ~ 955) ②災害問連支出

750~ 1,000 1/4の経減 災害により滅失した住宅、家財

1055 ~ 1, 220) を除去するための費用など

原則として損害を受けた年分の 災害等に関連してやむを得ない支：I！

所得金額が 1.000万円以下の人に をした金額についての領収書を確定寸9

限ります。 告書に添付するか、確定申告書を提11:

参考事項 • 「1月失額の明細書Jを確定申告書 する際に1甚示することが必要です。

に添付することが必要です。 損失額が六きくて、その年の所得金

額から控除しきれない金甜は、翌年以

後 3年間に繰り越して各年の所得金額

から控除できます。

（出 生活に通常必要でない資産とは、別荘や競走馬、 1個又は 1組の価額が30万円を超える貴金属、

書画、骨とう等をいい、これらの資産についての災害による損失は雑1員控除の対象とばなりませ

んが、平成 7年か平成 8年に！肖渡所得があれば、その所得から控除できます。

図
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雑損控除の計算例・確定申告古の記載例
.1ぷ 西匹四傘ぷ-巫巫知如…如忍…年西…如砂』

I~ミ五．；舷；；；：｀＇Jいこい＿E
除，"きれない方を作19こ説明しています。 ］ 

i災書を受けた仕団、家打等叫1喜朗偏憎喜Jの己戴101

災害を受 [99＿住宅

（談例）

l 手/,（神戸太郎）は、 40歳のサラリーマンです。

2 家族は妻、子供 2人 (l6歳と 12歳）、母の 5人家族です。 （全員生計を一9し、同居）

・｛ 被害の状＆は次のとおりです．』

① 建物（地震により全損）

-平成元，，， 8月2日漣築．木迫 2階建て、延面積90ni

・持分は神戸太郎 LOO％です．

・現在091対当たりの時1面は、分かりませんc

ご家財（地震9こよりt1月）

:9 自家用卓（倒壌家匡or敷きとなり廃車）

•平成 2 年式マーク Il 2.000CC（平成 2年 3月1頭に講入）

•取得面額 2. 100. 000円

保険によるli11てんは次のとおりです。

建物 2.000.IJOOl'l 

: i員懐した住宅家財の桧去（災害関連女出）のために、

l.4OO. 000円支払いました。

6 平成6年分のfK図原泉徴収票（れ次のとおりです。

（源泉徴収票）

紛祈i9益窪l
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知れ。）掘灼砥年記AIて(9ぶ

'.<D閾戸・ ’9m;9湛渦斑巴昇
如かり l19I当た＂＂＿峙匹を t
めマー、その令硲を記Al，て：t99沿

15& OOO" 

3 9a壇に91、Q心心を致しに金額
を記入しTくた芯・し
15B.ooo円遠hi=942299.,a印l月

＇戸＇塩、如澄領に浪”’
合 ，の打宅に対する戟害割合を・
乗した金紺千記 してくだざいc

咆茎かぽ巳で全19LIこので、
迅笠0.OOO円・ 'OO% 

=14 2⑳.000円

5 ⑤瀾9こは、 91宅9こーつい了伐険五
"絹てんぷれた企類を記人し「
くたさして

6,0砧鳴は各 A叫宅泊'-9割合
ぽI恥 35万円以下消已1呂者碍他環
族泊分訊合は和ぶを記入"ぷ恥

］ 素憫には、，ーに加割合＃乗 9

た遺を記）ぶす。こ99全額か
住認19宮硝です，

".,噂は、年を呑照'ご＼だ
？ーし沿

9 ,,.洛憫"亙泉内収深9ど柘ら各人
函碍金額9thi9如 l'］砂紐
研 l虹湘打坑99畠念叫叫5ふ
記人は心・9

90 ⑬憫9こは、家財の徊暉額和計買
してる9A9，てくたさいっ
1 905・ 000円ーが50X=& 95?．500円
l,(,OO如 01ai9 3 A、吠A9

＋珈． OOOPJ立人 ('I-町
ー4・ 29沿9収）にl

計＆ l淀．り00円
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くださし＼．

9？ 担糊9こ；iへ⑯に⑫の対合を兼1_
た、 5砂 9,『入しま dc この金加か
家計の1日吉頌てむ

i］ ⑬欄91、 滋 9を吝憑'ご(9_-ネ,,_
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ト取（見込）伍額を記入9て9 か；，•
設伶1では、困釘ばが[9Rです、

11 唸e9観の金頷が自家用自動車りー，
19害頚ですJ

lB 自家用自効車の99害かぶポ嗚
合、⑱叫9吝割合は分母9叫泊漬の
金額を加算し、分＋1こ令躙の金額
を加真1．た1-こみて計算9,`rくだ
ャ・C'‘° 

l9 ⑳福には、各A9砂捐害粍の
合計を記人しミす，

また、災言凹亮支出がおら場合
には外書き C1 9ーさ9%
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国税関係

一 p ー

「住宅、家財苓に対する拮菩額の問易計耳」の概要

1 住宅に対する損害額の計算

住宅に対する摂害額1ュ、禎害を受けた住宅の構渚及び廷紐晦期により、 「住宅の時価額店易表」

($IJ去1)の 1<n当たりの時価額（こ廷／未面積政〈事苺用部分を餘（。）及び「柚呑割合表」 （別表

2) の住宅の扱吉割合を乗じた金類とする。

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．、

I nl当たりの時価領（別表 I) X 廷床面稽益 X 1皮苺割合（別表 2)

（注）保険金、共済金及び摂苔賭偽金等で補てんされる金紅がある場合には、その金額を差し引
いた後の金額が損害額となる（以下同じ。）。

2 家財に対する摂審頷の計算

111 家財に対する損軍酋は、①「平成6年分の総所得金頷 (I.000万円を限度。）」に応ずる家財

の額と②「生計を一にする同居親族の数（本人を含む。）」に応ずる家財の額との合計額を算出

し、それに「披害割合表」 （別表 2)の家財の被害割合を乗じた金額とする。

12) 生計を一にする親阪の中に所得者が 2人以上いる場合で、その家財の所有関係が明確に区分す

ることができないときには、それぞれの総所1存金韻の合計傾を算出し、その樟所得金奴の含計頷

を基として9t耳した損央額を各所1平者ごとの所得の比であん分した金類をそれぞれの右の家財の

損畜額とする。

i {（平成 6年分の）

！ 総所得金額

x 拉害割合

大人 1人 100万円
X 5 0% 十 本人・同居粗族の致 x [ij1人 1人 60万円l} 

（別表 2)

（注） 1 「平成6年分の甜所得金傾」とは、譲哀所得の金額及び一時所得の金額を含めずに互
出し、阪神・淡路大窟炎による損夫額を差し;1く前の金割をいう。

2 「大人」とは、平成7年 1月17日現在で18歳以上の者をいう。

3 自家用自動章に対する摂害額の?t百
自家用自動車に対する投害打は、通常、生活に必要な自家用自動車に隈り、取得価践に「自家用

自動車の時lilli率表」 （別表 3)の時価辛を乗じた金額から、処分（見込） 1i11i額等を差し引いた金額

とする。

じニ

［自家用自勘軍

の取得価額lX 時lili率（別表 3) 一 処分（見込）価額等

一
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0 時価の被害割合算定表

各項目の割合を合計して、その総合計が被害割合となる。

木造建築物

木造建築物については、軸組（小屋組、内壁を含む。）、墓礎、屋根、外壁の被害程度を以下

の算定表により、被害割合を算出する。

主要構造部 被害の程度
被害割合

主要構造部 被害の程度
被害割合

平屋 2階 平屋 2階

10 ％ 12＼‘ ＇ 3 ％ 2 ％ 
軸 組

5％以下
屋 根

10％以下
5％超10％以下 15 18 10％超20％以下 5 4 （小屋組・内
10％超20％以下 24 28 

下屋根面積

20％超30％以下 8 6 壁を含む）
20％超30％以下 30 36 30％超50％以下 10 8 

損/傷脊柱釘杢柱数本—数 I 30％超40％以下 35 41 50％超 13 10 
40％超 1 0 0 

基磁
10％以下 3 3 

外壁
20％以下 3 4 

戸趙20％以下 5 5 20％超30％以下 4 6 

暉芯布Jー)叫
20％超30％以下 7 6 

損面歪傷積外外／壁壁面積
30％超50％以下 6 ， 

30％超50％以下 8 7 50％超70％以下 8 12 
50％超 I O 0 70％超 10 15 

湛） 被害割合欄の「平屋」は平屋建てを、 「2隋」は 2階建以上を示すc

［設例】

2階建の木造住宅の被害状況か、総柱本数］2本のうち4本、外壁が 4面のうち 1面が損壊し、屋

根瓦が全て落下した湯合

軸組(41%)＋屋根(10%)＋外壁 (6%）＝主要構造部の被害割合 57%••……・全 損

2 非木造建築物

非木造建築物については、木造建築物の被害割合算定表に以下の算定表の割合を加算して判定

する。

なお、加算に当たっては、沈下、傾斜の高い割合を加算する。

被 害 の 程 度
被害

被 害 の 程 度
被害

割合 割合

沈 下
20cm以下 5 沢，

傾 斜
0. 01以下 5 ％ 

20cm超30cm以下 15 o. 01超0.02以下 15 
沈下とは、 30cm超40cm以下 25 傾斜とは、 0. 02超0.03以下 25 

［l 建物が地表面
40cm超50cm以下 30 ［沈下を伴う傾 0. 03超0.04以下 35 

より相対的に 50cm超60cm以下 35 斜をいう。 0. 04超0.05以下一 45 
沈み込むこと 60cm超80cm以下

5440 0 5 
(0. 01叶゚ ） 0. 05超 50 

をいう。 80cm超100cm以下

100cm超

【設例）

鉄筋J]が1ート造のマ乃砂の被害状況が、建物が地表面より50cm沈下した場合
沈下 (30%)＝主要構造部の被害割合 30% ..........……•・・・・・・・・半 損

均 r饂 1．ぶ至 訊轟
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別表 1 住宅の時価額簡易表（ Irrl当たり） （干円）

廷築時期 木
鉄骨鉄筋 鉄 筋

鉄骨遺
J 9りりート

造
]9りり4造 99クリート造 ,・ 0'り造

平成 2～平成 6 175 329 258 201 156 

昭和60～平成元 158 316 248 190 148 

← 
昭和55～昭和59 141 303 238 ¥18 140 

昭和so～昭和54 124 290 228 166 132 

昭和45～昭和49 101 278 218 154 124 

昭和40～昭和44 90 265 208 143 116 

昭和39以前 73 252 198 131 108 

別表2 被害割合表 (%) 

家 財
住宅 摘 萎

火災 地笙
妄因 要因

全 損 100 100 100 披宮住宅の残存部分に捕修を加えても、再び住宅として使用で

きないもの

•ヽ

全摂lこ準 70 100 TO 主要揖造部の損芸顆が、その違物の時価の50％以上であるか、

ずるもの 焼失または崩壊部分の面楼が70％以上に達した楼度のもので、

残存部分を補修すれは再び使用できるもの

半 損 50 100 50 主要溝遺部の損雲領が、その建物の時価の20％以上50％未満で

あるか、焼失または崩壊部分の面積が20％以上10％未満であ

り、残存部分を補修すれば再び伎用できるもの
|-

一部破損 20 100 20 主要楢造部の損宮額が、その遠物の時価(/)20％未満であるもの

（注） 「主要構造部」とは、釉組、品湛、屋根、外壁等をいう。

別表 3 自家用自動卑の時価幸表

戸写9il;9

3年以上

4年未満

0. 6 
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税務署

「阪神・淡路大震災の被災者等に係る国税関係法律の臨時特例に関するii律」の一部が改正され、阪神

・淡路大裳災で被災した建物に代わる建物の保存・移転登記なとを受ける場合に登録免許税を免税とす

る特例が設けられました。

［
 

• ~ ~—~:• 

所有権の保存登記等0~

法務局

阪神・淡路大裟災（以下「大震災」といいます。）により住宅、了場又は事務所等の建物に被害を受

けた方が新築又は取得をした建物て一定のものの所有権の保存又は移転の登記で、平成 I年 4月1日か

ら平成12年 3月31日までの間に行うものについては、登録免許税が免税とされます。

|Il） 免税対象者

① 大震災により所有する建物に被害を受けた個人又は法人（以下［建物披災者」といいます")で、

建物に被害を受けた者であることについての当該建物の所在地の市町村長の証明白（以下「建物被

災証明書」といいます。）の交付を受けた者

② 建物被災者である個人か死亡している場合におけるその相続人（建物被災者か建物被災証明書の

交付を受ける前に死亡しているときは、その相続人が建物被災証明書の交付を受ける必要がありま

す。）

③ 建物被災者である法人が合併により消滅した場合における当該合併に係る合併法人（建物被災者

か建物被災証明書の交付を受ける前に合併により消滅しているときは、その合併法人が建物被災証

明書の交付を受ける必要があります。）

112) 免税対蒙建n
① 災害救助法適用地域（大震災に際し災害救肋法か適川された市町村の区域をいいます。）内に所

在する建物

② 災害救助法適用地域外に所在する建物で、個人が新築又は取得をした住宅用の建物（登記簿の表

題部に記載された主たる建物の種類が居宅、寄宿舎又は共同住宅（これらの種類に類するもの及ひ

これらの種類とこれら以外の種類かともに記載されているものを含みます。）とされているものを

いいます。）

R 災害救助I去適用地域外に所在する建物（②の個人の仕宅用の建物を除きます。）で、大裟災によ

り滅失した建物又は揖壊したため取り壊した建物に代わるものとして新築又は取得をするものであ

ることにつき、その者が行う事業のうち主たるものを所管する主務大臣の証明を受けたもの

（注） 1 建物の所有権移転登記の場合、その登記原因は売買以外のものであっても免税となります。

2 土地の登記については免税措置の対象とはなりません。

3 大腰災に際し災害救助法が適用された市町村とは、次の15市10町をいいます。

［神戸市、尼崎市、明石市、西宮市、芦屋市、伊丹市、宝塚市、 111西市、-→木市、洲1本市

豊中市、大阪市、 illl伍市、吹田市、箕面市、津名郡律名町、淡路町、北淡町、一宮町、

五色町、東浦町、三原郡西淡町、三原町、緑町、南淡町 l 
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（裏面）

13) 免税手続き

免税措韻の適用を受けるためには、登記の申講晋こ、建物被災証明書を添付しなければなりまセん。

また、上記2③の建物については、建物被災証明書のほか、登記を受ける建物が被災した建物に代

替するものである旨を証する主務大臣の証明書を添付する必要かあります。

なお、建物被災者の相続人又は合併法人が免税措置の適用を受けようとする場合には、上記の証明

書のほか、その祖統人の戸籍謄本文はその合併法人の登記簿謄本など免税対象者に該当することを証

する書類を添付する必要かあります_，

14i 証朋責の交i五阿〗

① 「建物被災証明苔」とは、建物被災者の氏名又は名称及ひ住所又は本店若しくは土たる事務所の

所在地亜ひに吋該建物の所在地の記載かあるものをいい、被災した建物の所在地の市町村に交付中

請を行います2

② 災害救助法適用地域外に所在する建物（個人の住宅用の建物じ）外のもの‘）で被災した建物に代替

するものである旨を証する 1主務大臣の証明，は、建物被災者が行う事業のうち王たるものを所管

する省庁に、建物被災証明書の写し及ひ登記を受ける建物の詳細を明らかにする書類を添付して、

交1寸申請を行います（具体的な申請先の主なものは次表のとおりです'),,

所晉省庁名 業 種 申 請 先

厚 生 省

農林水産省

運 輸 省

建 設 省

通両産業省

飲食店、理容業、洗濯業、旅館業（登禄ホテル・旅館を除きます。）

（厚生省生活衛生局指導課 東京都千代田区餞が関1-2-2 IBL03-3503-l 7 l l〕

病院・診療所（同省健康政策局指導課）

薬局、薬店 （同省薬務局企画課）

医薬品等製造業・卸売一般販売業〔同省薬務局経済課）

食料品製造、飲食料品卸売・小売、飼料・天然肥料製造、製材・合板等製造

近畿農政局生産流通部企業流通課 京都市上京区西洞院通り下長者町下Jし 1 

TEL075-451 9161 

運輸業、怠1車業、自動東整備業、造船・舶用上業、旅行業、登録ホテル・朕館

［海事関係 神戸海運監理部総務音11稔務課 神戸市中央区液止場町 l-1神戸

第 2地方合固庁舎 TEL078-321-3141 

海事以外 近畿運佳局総務部総務課 大阪市中央に大手前41-76 

同庁舎 4号誼 l肛06-949-6404

建設業、建築士事務所、宅地建物取引業等

，被災建物の所在地を管轄する府県の建設業、建築士事務所、宅地建物取引
l 業等の担当部局 J 

測量業等その他の建設省関連業

〔建設省官房政策課税制担当 東京者臼千代田区霞か閲2-1-3IEL03-3580-4311) 

上記以外の製造業、流通業、その他の事業

（近畿通産局商工部商工課 大阪市中央区大手前1-5-44

大阪合

-＿
9

9

9

,

 

J皿06-941-9251)

2
 
抵当権の設定の登記:]〗□

上記］の所有権の保存登記等の免税の特例の適用を受ける建物の新築又は取得のための資金の貸付け

（貸付けに係る債務の保証を含みます。）か行われるとき又は賦払の方法によりその対価の支払か行わ

れるときにおけるその貸付けに係る｛責権（当該保証に係る求償権を含みます。）又はその賦払金に（系る

債権を担保するために受ける当該建物を目的とする抵当権の設定の登記については、当該建物の所有権

の保存又は移転の登記と同時に受けるものに限り、登録免許税か免税とされます。

◎
 

詳しくは、最寄りの法務局又は税務署の資産税担当部門若しくは税務相談室にお尋ねくたさい～

書9 “胤i

~. 術 l"" a: 
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知泣袋主吟吟知疇吟ふ知吟玲茨叩砂沿心袋吟露壼咲炉吟袋ふ志ふ袋函知冷蛉翌吟砕袋＾知切吟⇔よ袋哀廷如＼ ・

心 し
急 阪神・淡路大震災により被災した土地などを売ったときの ，一
気 .;'.. ;マ令

> 譲 渡所得の特例のあらまし § 
l.,-~.,.-:-:'.:::'..,.'.~'-, ::•"·,.,::...,~•,•,,,'', ~-'.~:.,.a::~-.a--:-~-:,-:_~"•"':-.~:,.,~~-'i ぷ忍奇傘琴点翠…や呼玄氏翠ぶぷ迅知翠吟翌ぷ心翠忍忍琴忍炉玄咲穿忍紹ぷ心⇔点琴0~ぶぐぷ炉函·

税 務 署

「阪神・淡路大喪災の被災者等に係る国税関係法律の臨時特例に関する法律Jの一部か改正され、阪神

・淡路大襄災て被災した土地を売ったときなとの譲渡所得について、次の特例か設けられました。

□;資;/:戸=｛三［［］
〇 次表に該当する事業用資産の買換え，平成 7年 1月17日から平成12年3月31までりう問に譲渡貨産を譲

渡し、平成 7年 1月17日以後に買換資産を取得する場合に限ります')については、一定の要件の下て、

謀税を繰り延べる買換えの特例か受けられます。

① 

② 

l注‘I

ロ

譲 渡 資 産 買 換 資 産 課税繰延割合

被災区域である土地等又 国内にある土地等又は建 100 %〔平10.4. I以降の買換えは80%)

はこれらとともに譲渡をす 物その他の咸価1貨却資産

る建物若しくは構築物

被災区域外の区域にある 被災区域である土地等又 100 %〔平10.4. 1以降の買換えは80%〕

土地等、建物又は構築物 はその土地の区域内にある 貿換斎産か既成都市区域内，,自己の

建物その他の咸価償却資産 所有に 1系る土地等の区域を除きま

す）にある土地等叉は減価｛貰却笞産

I I である場合は， 80% （平10,4,1以降
I | の買換えは 60%)
l I 

l 「被災区域」とは、阪神・改路大霰災により i威失し、通常の修堪によっては現1犬回復か困難なf員
壊を含みます。）をした建物等の房文地及び当該違枕等と一体的に事業の用に供される附属施設の
用に供されていた土地の区域をいいます。

2 「既成都市区域」とは、近砥圏整備法，，，， 2条第 3項に規定する哉成都市区域をいいます c

買換資産の取得期間等の延長の特例

〇 買換えの特例等1こ係る買換資産の取得期間の延長の特例

居住用財産の買換えや事業用資産の買換え等の特例に係る買換資産を平成 7年 1月17日から平成 7年

12月31日までに取得することを予定していたが、阪神・淡路大震災に起因するやむを得ない事情により、

その予定期間内に取得をすることが固難となった場合には、一定の要件の下で、 2年の範囲内で取得期

間の延長が認められます。

〇 確定優良住宅地等予定地のための譲渡の特例期間の延長の特例

平成 7年12月31日までに優良住宅地等のための譲渡に該当することが確実であるとして軽減税率の特

例の適用対象とされた事業について、阪神・淡路大衰災に起因するやむを渇ない事情により、その特例

期間内に開発許可等を受けることか困難となった場合には、一定の要件の下で、 2年の範囲内で特例期

間の延長か認められます。

＇疇



国税関係

一
（儀雁）

3復興事業のための譲渡所得の特別控除等の特例J 
〇 特定被災市街地復巽惟進地域等内で施行される土地区画整理事業•第 2 種市街地再開発事業などのた

めに土地等を譲渡した場合には、次に掲ける譲渡所得の特例か設げられています，

特例の内容 特 例 が 適 用 さ れ る 場 合

I. 収用代替の特例 111 特定被災市街地復興推進地域において地方公共団体又ぱ住宅．都市整備公団

又1；； か施行する減価補償金を交付すへきこととなる被災市街地復興土地区画整理事

5,000万円控除 業の施行区域内の土地等か、公共施設の整備改善に関する事業の用に｛共するた

の特例 めにこれらの者（土地開発公社を含みますこ）に買い取られる場合

（選択適用］ 位） 特定住宅被災市町村の区域において地方公共団体又は住宅・都市整備公団か

施行する第 2種市街地再開発事業の施行区域内の上地等か、その第 2種市由地

再開発事業の用に供するためにこれらの者 1」土地開発公社を含みますこ；，に買

い取られる場合

(i_[I I ―特定被災市街地復典推進地域」と 1よ｀阪神・淡路大襄火により枝害
を受けた市街地 u)土地必区域として枝災市街地復興特別措置，去第 5粂第
1項の規定により都巾計画に定められた被災円街北復興推進地域をいい
ます，9

2 「特定住宅被災市町村」とは、神戸市、尼綺市、明石市、西宮市、芦
屋市、｛丑丹市、宝塚市、 11,西市、豊中市、津名郡涅名町、北淡町、一宮
町、百色町、東1甫庄盈ふず 1眉J4-.>-CI"まゴー。

ぷ辺叩 三屎品も，炎,1 大正市の10市19lをいい＊す

2. 被災市街地復興 特定被災市街地復興推進地域内の土地等につき被災市街地復興土地区画整理事

土地区画整理事業 業か施行され、次に掲げる場合に該当するとき

による換地処分に，イ 宅池の一部について換地不交付の申出をし、交付される清算金に代えてその

伴い代替住宅等を 宅地についての換地に事業施行者か建設する住宅を取得する場合

取得した場合の謀 L] 宅地の全部について換地不交付の申出をし、交付される消算金に代えて事業

税の繰延べの特例 施行者か施行地区外に建設する住宅及ひその敷地等を取得する場合

3. 2,000万円控除 特定住宅被災市町村の区域内の土地等か、平成7年4月1日から平成 9年3月

の特例 31日まての間こ、復旧車業の用に供する等のために地ガ公共団体、仕宅・都市整

備公団地域振輿整備公同、地方住宅供給公社、地方道路公社又は土地開発公社

1こ買い取られる場合

4. I. 500万円控除 ili 特定被災市街地復興推進地域内において建染行為等0)許可かなされない上地

の特例 ， か、被災市街地復奥特別措置法の買取りの申出に甚つき都道府県知事等に買い

取られる場合 ・

12) 特定被災市街地復興推進地域内の土地等につき被災市街地復興土地区画整理

事業か施行され、当該土地等に係る換地処分により換地計画に定められた公宮

任宅等の用地に供するための保留地の対価を取得する場合

5. 優良住宅地等の 長期保有の土地等が、住宅・都市整備公団か施行する次に掲げる事業の用に供

ための譲渡の場合 するために土地院発公社に買い取られる場合

の軽減税率の特例 （1) 特定被災市街地復興推進地域内における披災市街地復興土地区画整理事業

121 特定住宅被災市町村の区域内における第 2種市街地再開発事業

◎ 詳しくは叢寄りの税務署の資産税担当部門又は税務相談室におたずねくたさい。

和

認 ,,に
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平成~年ー一月—―日

税務 署 長 殿

（〒
申請者住所

l所在池）

‘, 
名

称
氏
名（
 

災害による申告、納付等の期限延長申請書

目平成ー＿年＿月＿日

至平成ー一年ー一月~日
の

おり、申告、納付等の期限0)延長を申請します。

記

（電話

c―
 

により被害を受けました0)で、下記のと

申 請 内 容 ※ 

期 限 の 種 類 法定期限 i 申請期限 処 理

平成年月日 i平成年月日
『

年 月 日 年月日

＇ ， 
年月日 1 年月日i 

年--月日 t： 年月 B
l 

被 参

し

災 考

状 事

品 項

位主） 1 この延長申請書は、原則として災害のやんだ日から 1か月以内に申請してください。

2 ※印の11l1の記入は要しません。

※ I署 長 I副暑長 I総務課長、統括官 I担当者 I※ 
決議 I平成 年

決

誦 成平
第知

※
通
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五
務
署
炉
理
欄
｝

与し交l'T年月 U 番 号

署受務．．．．．．．．．． ·•.. i寸
恥‘・ ・・＼印

i : 
，， ／ 

・. _: 
ヽ．．．．

·•....... •··、

繰越雑損失がある場合の源泉所得

税 の徴収猶予承認申請書

住 斤一日

税 務 署 長 殿
~
，
名

力リ-＇氏 国

平成 年 月 日提出 電話番号（ ） 

次 の 者 か ら 支 払 を 受 け る 平 成＿年分の給与等・公的年金等・報酬等に対する

る源泉所得税について、徴収猶予を受けたいので申請します"

・ -
．~~ -------- -----

本年分の収入 徴収栖—f を受ける 1文札者の
給的酬＇）年等金等の等 ・

名称又は氏名
支払を受ける場叫 公・

金頷の見積頷 i限度額又は1酋子期問報 別

Cl' 

： 

,.----. - - ----.. i 

； 

， 

→ 
I 

； 

＇ 
-- --------- - --―̀＇ 

円し
5
{

この写しは、交付を申し出た者から提出苔れた申請吾の正卜と

相違のないこどを証明します。

平成年月日
-、-

税務岩・長 ⑲ 

◎ 給与等・公的年生等・報配等の支払者は．この写しの提出を受けた場合、上の申訥につし・て

税務署長から承認又は却下の通知かあるまての聞は、この写しの提出の日の翌日を徴股1酋千開

始の日として、同 H以後女払う給与等・公的年金等・幸艮酬等について？原泉所得税を徴収する必

要はありません。
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（投i(i)

沓 込
J か ヽ

）ナ’

1 この中哨苫は、絨越ILL柏失り）令加かあるため、芹与舟・公的年令；り，似躙等ぴ｝品呆所得税¢)

徴収猶千を出請する楊介にi史！llするも 0)てず。

2 .:.の中叩古の＇りしは、納税地の所帖税務科~し四国叫左受けてから、給与等・公的年金告，報

酬等の支払者に益：t,'してくださ'，',

:1 、―の徴収柏予は、,,,椙者］人につ＼ヽて 3カ碕以内の支払者から受：｝る糸合与等、公的年合等，

報酬等 1― -9 し・てた~け受けるし—とかてさます。したかって、 1 A.マ4か叫以1から．女払を受Itて

し、る人は、そのうちから 3か所以内の文払者を選訳してくださ"‘o
なお、給与等の支払を 2か所以上から受けるときに、その一」ちキたる給与（「給り所得名の

杖茂控除等由；mど」の提出先から受ける糸合与）の支払者を｀必ずこの徴収り酋了を受ける支払者

に含めなけれはならないことになっています。

4 ［支払を受ける場所」欄には、支払者の単務所・宮業所寺の所府月1也を占し，てください。

5 「徴収猶千を受ける限1及額又はり廿了期間I欄には、別紙（「徴収！酋予を受ける限度額―又は栖

予紺1即の計算害」で計尊した限1変額（⑮、⑪、⑫及ひ◎）と i酋千期問直いをそれそれ移記し

てくださし 9C 

’'料，~
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々
芥

徴 収猶 予を 受ける限度額又は猶予期間の計算書
／この計t；占99,1 4、お3」‘」、「nりキ9：」など 9'.,l99‘i i 叩・（i記千＃支11 c 9，ヽ
＼レす9'..介＇ガを it年ダ` 」とし．い．「こr,iしt,i＇こして定 '9，．：し・ t9 ) 

崩牛分の所得令額

ふ
3ず々＇

卜—••

1 -

所1}屑i:［-□□＇い］ぶ， I 4又人，令もfIIi〗iL1此叫ぷ［二俣令額

-)  I l 
＇ 

al□ --

ー
合

卜 ー・ ~ ーニ=~---- ----
----―――  ----—----- ―-----

、9’-l-
’~ 

（年） 「所得歪釉~」 11,1に：こ、分離課 tむ）謀渡"'"斗 1 こ '7ハ＼ては、朽叫控I守目tj し力命約を記人し（く」さ•.,

2 前年に受けだ災害による損失額

柑者を妥けだ哀産の種穎など' 深住金などで袖；
てへ竺 9．る企額， 差引伐失御

-．． l'JI •―・・・ 一•一
! g, 

損吉金額
~一

' 
贔，

ド1

3
 

ヽ
~
＇?

)
 

前年分に繰り越さわた紐越雑扶失の令額（閃悶：は言戸誓訳論汀李、を受けた斗元jmi)

前々的豆塩這越雑柏却）歪![』1:i々 年々0以宮1係る繰輝圧這FII面l々 々年の六害IIi這¢雑町、合~I
Cぅ

4 本年分に繰リ越される繰越雑損失の命額 I⑤心釦叫力いい，はこ囁収10竺をけるこ Il戸さま王， 1

,,l) 前年分に繰り越された雑積失い金irIのない場合＼上記 l,『9令99,1がな,,J恙今ll (心釘 iH韮— (j9,9 Jr%） （ 9:0r9 』ち公出 1\11，屯い砂— 5 万 I1 i l 
円と 1rl とダ9し，すいか多い方の合頷 J

ー心ー分離紙1度er,特刃litを除頷 ｝ ＝這＇
~ー．．

園） 差し月1< 9II酎和： 9:八 ,C，'は、碑定申 ',L 習し杜「知~'/,用）ダ‘占芦刀人を参照してく 1.' さし， 9

図 前年分に繰り越された雑頃央の念額かある屯合（上記，1のと額i）もる楊合！て前年分に又害による捐失沿9かなしとさ

イ 9了）又は（豆）の金顧かある場合てiこ泣~翁組かなし，とき

（（を＋ （切 J - ：い・---
名）又は勺）の金顛のはかにらの金紐もある場合

ICD + @1 : J —汀i 99>
＼・ヤ勺・のとさはり）

闊 釈牛分に餘リ越された雑損失の金額かある堪合（上記399金稲力，tる楊合）て前年分に火占1こよる投矢額かf9るとき

ィ ①又は⑰fl令額かある場合勺うの令額かなく、 汀）十，回J!T)金額か(1)より大き,,とき

② •卜 i （~印 t ＠ ｝ 9fr i =（3‘r ---
名又は1g1の金釦•ある場合てtうの金額がな'，、 「G+（叫・・租諒力Dより少な＇•こさ

① - 〈＋ （丘~l) ＝ （Sr 旦j

i 心丑引揖失訊ー合人］｛）％） 1（加＇）七災ゼ関連支出冠灌 5 -，]印

＼ 巴 と ＿ ＿ _— 一月 と夕）し、すlI芯•多い方 ¢9) 金槌）
ー！さ一分離壌渡ふ牡別控林額 ，＝~心

ハ （i；又1埒）の金額のはかうの令額もある湯合で、 「小己§)+（う」の全額か（いより）＜さいとき

① — ら ＝全 杓しか字のときは (J} 

② + ！① ＋ I口l （そ）） ＝ふ

（り又は＠の命奢iのllかうJ9金額もある湯合で、 「（石ら＋合」ジ含洛勁・［しより少ないこ§

① - （ふ＋ (~) I ピ‘) ＝ ビμ
心芸4lf月失額そ9x]0%J 9r：汀＂， t,災ぶ梵屯文出の命狛ー 5叩 I

H と ＿＿ 「り とv'→9しずわか多し，一方の短含月）

ー '(.0）一分排浪渡の特り'・枠除顎___)  c(戸，9

円

= i迄’
ロ

= 0 

ロ

可

m
 

二
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汀l
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P-
（殺l(li)

3 本年分幻粕与等及ぴ公的年金等の収入愈額の見積頷に応する給与所得控除吝杓笈び公的年

金等控防枷の計算

徴収1酋予年今を受けよう cす臼砂氏与及 左G)者から受ける中年分の | 左の投入合IR幻見積各貝の合計頷I.忘ずる

ひ公i］ 令の支払者グ名称・ 名 収入金額の見栢額 給う祈得控徐各月及！、｝公酎年企等控紆粕
--- ----------

1'1, ，i〕給与所件控→~ 餘額
Iし1

・-

給与器

I ! 濯 給 与 (4. -' ⑥給り祈得控除額
-- ---------- ~· •~ 

公的 （？公的年金等控除額

斗金等

（注） 日濯祐与については、 I成収i酉）ーーを受によ．］とする粕与寺及ひ公的年金ヰ，巧支払芍J名称・氏名 It開は言二入
する必要はありよせん u

6 徴収猶予限度額の計算の晶礎となる配分額の合計額

＼、＼～ 1③の釜含月1(Sの金笞頁1;交#i!，喜字平#::It』芯名贔喜合ば1扶養枠除安 It礎tを除額 I 計

日瑾給与！
， 

円 円 Fl 工

／ロ
三
④
~
~
ヽ
・
~

l
「p
 

7 徴収猶予限度額の計算(~以上の給与等，公的＂金等・饂酬手から徴収泊＋を知よ 9 とする場合に 19 、各絵与＇
等~収＇金訊公的年金吝又 1e 卸酬令め範囲内で徴収 j酋十限度苔9 を配分してくださ,,

所得の種類 i 本年分の収入金額 割 分 額 倍 率 成収猶千阪度額
の見村9 額

給与等＾~ ’I l • n 
匹

I= 40 
H 

l 0 
~＾~ ▲ 

公 的年金等
！ j o 心

一般の報酬 1 5 は）
--- --

吐会保険診療報且~勺 i 3 5 曼

イ 徴収1酋子を給与等公的年金等又は報咽等のうちの 1つから/み受ける場合は、 9ふの金拍をその該全

する所得の配分頭欄に移記してください＂

ロ 徴収猶子を給与等、公的年金サ又は報酎等のう九のこ以上から受ける場合は、、3)の令額を徴収1酋子を

受けようとする折得の本年分の収人金頷の見f責客頁の範囲内てそれぞれ配分し、そ J)該当する所得の配分

h貞『虻1に移記してください。

8 徴収猶子期間の計算（こいらの欄：ュ、徴収楢子を日雇9合与からそ・ける人力・at算する町14i 

戸iB]し丁三[I喜尼□〗ロニ：ーニ：［→二tl[)l；危頁
’’’ 

＜加）金額 1」1.；〶の金額 -⑲  か月 (1月和蒟の琺数990J99 卜げてください）

り主） ごの計けし f期間力、実際に徴収i酋子を閉始する）1
からその年の1且月まで力弓数より多＼なるときは、そ

のじ月まての月数か限度：：なりよす。

誓 疇:
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（タックスアンサーコート表》

□［闊●・りの延長）

項 ， 
------

8 0 0 0 ’ 阪神大晨災により多大＇i慎書を受 lj/;他域1:おifる序＊ 11'1付暑C
＂霞!)II;長稽置 I：ついて

8 0,） 1 災書による閂厩力畠長

＼納 R の猶予：l

1001 Iー災書を受けたときの納税，"犠 f

| （災害減免法による琵贔免絵）

a a 0 3 ’ ヤう＇I-マンか災書を受 Itたと自の覆泉所得悦C嶺限 Ill"-及t‘,tr

"" i [書を 1) たと•”"の●誡免●i u o ( 9を受:tlo とき 0 予定納筐の紙•田情
i [ t i 書を受 ijたと奮 0相絹筐の経戴
l ~ iJ 1 災冒を受け 9いときの●ら殷 VII慮

t " 0 8 災書を受 1tr,禰塁 た11：，日麗幽 Iょとに対する歌隋摺置
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□̀｀」のバ五こ二て雑損控除の
i 申告をされるマンンョン居住者の方へ

I ---

この度の大震災により被害を受けたマンションについて雑損控除を受ける場合、

「一部｝員壊」のり災証明書が発行されていても、マンンョンの主要構造部に｝員傷を

受けていない場合には、朋易な計算方法により｝員害額を計算することはできません。

マンションの主要構造部に揖傷かあるかどうかについては、皆さんの個々の判断

によるものてはなく、管理紐合等を通して依頼した、建設会社など専門家の調鉦や

診断結果により判断することになります。

" i i l l | i i i l 9 1「9~ 
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棗阪神大震災で被災されたサラリーマンの方へ 恣
s 

d( 
岱 還付申告は、 3月を過ぎても受け付けています 苓
唸 ；；
虹 モ 砂 桑 咋 紐 玄 気 奴 嫁 忍 鈴 翠 吟 ぷ忍玲忍知ぷ忍玲翠忍知寧改知寧・釦俣嫁函翠忍忍忍忍喫⇔翌翌

阪神大震災によりあなたやあなたの扶養親族等か所有する仕宅や家財なとに

被害を受けられた場合は、次の特例のいずれかを選択することにより、平成 6年

に給与から源泉徴収された所得税の還付を受けることかできます。

【災害減免法の特例】

佳奎又は家財の半分以上に損害を受け、しかも所得金額か］千万円旦王の方は、

平成 6年分の所得金額に応じて所得税額か全額免除又は一部軽滅されます。

（注） 給与所得たけの場合は、年収旦g⑯,264円以下の方が該当します。

【雑損控除の特例】

住宅や家財などの損失額が、原則として所得金額の10％相当額を超える場合に

は、雑損控除として平成 6年分の所得金額から控除されます。

I 

※ 申告に当たっては、源泉徴収票をご用意ください。

※ 申告書の用紙や説明書は各市町村にも備え付けています。

※ 損失額が分からない方は、説明書に記載の簡易な方法で計算てきます。

※ 還付申告は、郵送で住所地の税務署に提出できます。

※ 還付申告の相談会場は、税務署以外の場所でも行っています。

相談会場や日時はポスター等でお知らせしています。

I ◎ あなたの勤務先の最寄りの税務署でも相談に応じています。 ーニ／］
※裏面もご覧下さい

F』
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（裏面）

還付申告のできるサラリ マンの方

l 坂神大震災で、あなたやあなたの扶養親族等

1 か所有する住宅や家財なとに損害を受けた

―ーはい」―
所得税を源泉徴収されている

□` f員害額が住宅又は家財の½以上である

・家財とは、ビ常生活に通常必要な
はI家庭用動産

・損害額は、保険金・損害賠償金等で
いI 補てんされる金額を差し引いた額

，所得金額 1.000万円以下である
--T― 

は
し9 9 

‘↓’ 

災害滅免法の特例が受けられる

超

損失額が所得金額の10％を超えている
又は

災害関連支出が 5万円を超えている冒守翌霞~I
貴金属・書画骨とう・別荘など

‘の資産は除く
] 

え

て 1 ・災害関連支出とは、損壊した住宅の
取壊し費用や除去費用など ： 

・損失額は、保険金・損害賠償金等で
補てんされる金額を差し引いた客頁

＼ヽ

る

ーどちらか有利な互[i:i[
免所除得さ税れ額るその年の所得金額が

~ ~ ~ ~ ~ 

500万円以下の場合 所得税の全額

500万円超 所得税の
750万円以下の場合 50%相当額

750万円超 所得税の
1. 000万円以下の場合 25%相当額

n
 

(9、主）給与所得の場合、 「その年の所得金
額」は源泉徴収票の「給与所得控除後
の金額」になります。
................... 

損失額ー所得金額の10%

損失客月のうち
災害関連支出ー 5万円
の金額

•9 
it
、,

還付申 告

還付申告は 3月を過ぎても受け付けておりますので、
ご都合に合せて申告してください。
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阪神・淡i：i人て災て披災された方についての申告相談（所得税・消費税）を次の会場て

問設しています。お気軽に、お早めにこ利用くたさい。

ぢお、サラ 1)ーマンや年全受粕村の方なとの一般的な申告相談も受け付けていますc

／： 

ぐ；

間改期間

相談賠訊l

1月 1 6 日 3 月 1

午前 9行～午後 5峙

●須磨警察署

5 日 （士・日・祝日を除く）

I 序息出ふる名‘--I
呼

•— 
一且パ〗 （＂日）

／ -- 応 l,―•n 11’1 
至東

相
_JIII I,／直l f叫犀11 •、／ ： ・板宿郵便局至西〗｛
／ 大黒小学校 i／二

----. -] 

会島には駐車場かありませんので、相談会場へは氾車又はバスをこ利用くたさい。

廷9この社会あなたの税がいきている 匝 匝

ー― ?:-7-—ふ． -間lil
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阪神・淡路大震災で被災された皆様方

に心からお見舞い申し上げます。

平成 7年 2月

神戸市・区役所

今回の地震災害によって被害を受けられた方については，次のような市税の納期限等

の延長，納税の猶予，税額の軽減•免除等を受けることができます。

| ・納門との期限の延長II
個人市県民税 (4期分）の納期限 (1 /31) 
給与支払報告書の提出期限 (1 /31) 
償却資産の申告期限 (1 /31) 
固定資産税．都市計画税

(4期分）の納期限 (2/28) fそれぞれ3/31まで延長されます

特別土地保有税（取得分）の納期限 (2/28) 
個人市県民税の申告期限 (3/15) 
個人の事業所税（事業分）の納期限 (3/15) 

--------

| 口□五税の軽減•免除l
1.家屋・家財などの損害額，又は，災害関連支出が一定金額を超えた方は雑損控除

として，その超えた額が課税対象額から控除されます。

2' 家屋や家財の 2割以上に損害を受け，あわせて所得金額が一定金額以下の方は，

所得金額に応じて個人市県民税が全額免除あるいは一部軽咸されます。

I1 固定資産税・都市計画税の軽減•免除 i|
埋没，流出等の損害を受けた土地，又は， 2割以上の損害を受けた家屋・償却資

産を所有している方については当該損害を受けた資産について，固定査産税．都

市計画税が全額免除あるいは一部軽減されますっ

措予の申請

財産に被害を受けたため市税を一時に納付することかできない方は損害の程度に

応し，申請により平成 7年7月末までの範囲て納税の猶予か受けられます。

御不明の点や詳細についてはお近くの区世世又但市役所税制課にお問い合わせくたさい

東灘区役所匹078-841-4131
廃区役所 ff078-871-5101
中央区役所 ff078-232-4411 
兵庫区役所 ff078-511-2111 
北区役所ぢ078-593-1111

長田区役所 %'.1:078-579-2311 
須磨区役所 ff078-731-4341 
垂水区役所 %'.1:078-708-5151 
西 区 役 所 匹078-929-0001
神戸市役所税制課

匹078-322-5150,5158 



地方税関係

県 税の軽減措置等につし、ての

ぉクロ £J 迂

一平成 7年 2月

兵庫県・財務事務所

I阪神-―淡路大震災で被災された緬栂

ロ ん て お 見細い中し上げますと

と も に 、 1 口も早く復 I日されますよ

う、 4已 、 カヽらお祈り申し上げます。

今回の地震によって被害を受けられた方は、県税について、次のように

期限を延長したり、税を減免したりする制度がありますので、遠慮なく最

寄りの財務事務所（裏面参照）にご相談ください。

I申告・申請・納付等の期限延長について 1

(1) 指定地域に課税地がある方の場合

神戸市、尼崎市、明石市、西宮市、洲本市、芦屋市、伊丹市、宝塚

市、三木市、川西市、津名郡、三原郡西淡町に課税地がある個人また

は法人の方は、特別の申請を行わなくても平成 7年 1月17日以降に到

来する申告・申請・納付等の期限が延長されました。

なお、延長期限は決定次第お知らせいたします．

(2) 指定地域以外に課税地がある方の場合

(1) の地域以外に課税地がある個人または法人の方でも、今回の

地震によリ被害を受けられた場合は、所管の財務事務所長に申請する

ことにより申告・納付等の期限延長を受けることができます．

B 
地震によって被害を受けられた方が一定の要件を満たす場合には、納

期限（自動車税は、災害がやんだ日から 60日以内）までに所管の財務事

務所長に申請することにより県税の減免を受けることができます。主な

内容は次のとおりです。

胤

9,I 

冨＇
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(l) 阻人ギ業税

ア 蛾震により事業用資産に 2分の 1以ヒの捐害を受けた方は、次の

割合で減免を受けることができます。

イ 上記ア以外で地震により 1中宅、家財及び事業用資庁を合わせて 2

分の 1以上の損害を受けた方は、課税標準額が 500万円以卜の部分

(J）額については税額仝額の猿免を受けることがてきます。

(2) 不動産取得税

ァ 不動産を取得後、不動産取得税の納期限まてに地震により滅失ま

たは損壊した場合、滅失または損壊した不動産の価格（固定資痒評

価格）に下表の減免割合を乗じた額に税率を乗じて得た額の減免を

受けることができます。

ィ 地震によリ滅失または損壊した不動産に代わる不動産を 3年以内

に取得された場合、滅失または損壊した不動産の価格（固定資産評

価格）に下表の減免割合を乗じた額に税率を乗じて褐た額の減免を

受けることができます。

※家犀

なお、仝壊または復旧不能の場合以外でも、損壊した家屋を取り

壊し、それに代わる不動産を取得された場合は、災害の程度にかか

わらず、減免割合を 10 0パ セントとします。

l i i~’~ I 



l'. 3 

※土地

災害の

被災面積または被災価

格が当該土地の面積ま

たは価格 0)

(3) 自動車税

1 0分の 3以上

1 0分の 5未満

_＿＿l 
減免割合 1
- 1 

1 0 0パーセント

8 0パーセント

6 0パーセント

地震により原動機等が損壊し、自動車が運行不能となった場合は、

申請により、 6年度分の自動車税のうち、運行不能期間中の月数に応

じて月割で算出した税額の減免を受けることができます (4月以降も

運行不能の状態が続いている場合は、平成 7年度分の自動車税につい

ても減免の対象となる場合があります。）．

(4) 自動車取得税

地震により滅失・解体した自動車の代替自動車を災害がやんだ日か

ら 1年を経過する日までに取得された方は、滅失・解体した自動車の

被害直前の通常の取引価格に相当する額に税率を乗じて得た額の減免

を受けることができます．

I徴収不能額等の還付または納入義り五；亙裔］

特別地方消費税及び軽油引取税については、今回の地設により特別徴

収義務者の方が納税者から税を受け取ることが出来なくなった場合また

は既に徴収した税額を地霊により失った場合は、申請により、その事実

が確認された税額相当分について税が既に納入されているときは税額が

還付され、税がまだ納入されていないときは納入義務が免除されます。

＇徴収の猶予 I
地痕によって被害を受けたために県税を納付することが出来ない方は、

申請により 1年以内（事情によっては更に 1年）の範囲で徴収の猶予が

受けられます。

華 罰9

地方税関係
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納税証明者交イ門数料の！ぃり口一
地震による被災者の方が県税の納税証明書の交付を受ける場合、交付

手数料の減免を受けることができます。

三税の軽減籍置等］三:了］

ア 住宅、家財などの損害額または災害関連支出が一定金額を超えた方

は、雑損控除としてその超えた額が課税対象から控除されます。

なお、この措置は、平成 7年中の所得（平成 8年度課税分）に適用

されるものですが、選択することにより、平成 6年中の所得（平成 7

年度課税分）について適用することができるという特例が設けられて

います。

イ 上記アの適用のほか、住宅や家財にぅ定割合以上の損害を受け、し

かも所得金額が 定金額以下の方は、各市町において、所得金額に応

じて住民税が減免される場合があ！］ます。

なお、個人県民税は、各市町において個人市町民税と併せて賦課徴収

されますので、具体的な取扱いについては、お住まいの市・区役所また

は町役場へお問い合わせ〈ださい。

＊ 詳細については、お気軽に最寄りの財務事務所までお問い合わせくだ

さい。

神戸財務事務所

灘財務事務所

兵庫財務事務所

西神戸財務事務所

尼崎財務事務所

西宮財務事務所

明石財務事務所

伊丹財務事務所

社財務事務所 □ □  



地方税関係

，．  
＇受付印'9,  

神戸市 区長様
9役所'区―処理欄 Ill _ -特-徴-義--務-• 者--番． ＿号＿_ T1, ―区→ ．' -整---理--番＿ _ 号＿_J ． ． ‘’ 

平成 斗 月 H 9 - - 1 
i,’-9’ 

住 所〒 t 

! lj ガ ナ

賦諜を受けた方の氏名 印
-- - --

連絡先 し＇上記住所と同じ場合、記入は不要です c 〕 で

＊損害の状況で，該当する項目に口をしてください。＊
- - - ,．-- - - - -『

所有す居住る家す屋る家又屋はが 口全壊（焼） こ半壊（焼）
⇔ 

り災証明藷（ 有 無 J

0 1員害0)程5度割が 亡 損害3割の程以度上が5割未満
所有する家財又商品はが ⇒ 以ヒ

「災害を受けた家屋・家財等の 9月細書」を添付してください。
- - ～ • -．-

事住所損務以所害外等がてで5所害門I有以品等上すのにる
口該当する 口該当しない

亡

「災害を受けた家屋・家財等の明細薔 J を添付してください。
- - -・  

災害が直接の原因で = 口 死 亡 L] 9章害者に該当
‘̀ 

＊この欄以下は，記入しないでください。＊

合計所得金額 1 円-」1巨：免割合I 9O」~ 0 ' l ＇ 
＿」

＇ 
． ．  

I u 6年度： 4期分・ 月随時分（過・現） •特別徴収分
減免該当

I 口 7年度： 当年分・ 月随時分（過・現）
―-ニ- • 
備考

処旦 1 b年度 ] -7年-度-/ 

革成（6・ 1) 年度市民税•県民税災害滅免皐請書

太

枠

内

に

記

入

し

て

9
¥
 

・
こ
さ

t
 

＼ヽ

• • • • 9 • • • 9 • • • • 9 9 9 9 ・,. 9 - - - —-キ I} ート リ一線一 、・

i>還付金か生した場合には，〗記の口座に贋込みをお顧いします。
＊口座振替で前納された はその口 ヘ還付金を振込みます。

（あなた名義の口座に限ります。）第三者の口底へ振込みを希望される方は，甘理係へ

i i 
7'I ガ 1•

振
氏 名 印

込 -------- --

先 銀隠行闘・轟嬰胃協
支店 普通口座番号

当座池------

［叫屯9[＿ I I 区 1 1整理番号 I I 

太
枠
内
に
記
入
し
て
く
た
さ
い

413 
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減 免 申 請 書 の書 き方

家屋の被宮により申講する場合

り 災 証 明 書

平成6年 1月1日現在又は

平成7年1月1日現在の住

所を記入してください。

市県民税の減免を受けよう

とする者の氏名(9りft)を記

入し．押印してください。

辺付＾屯生じた場合に振り

込みを希望される，差竺と

名翌渥汲磯関（鄭匹該

除く）の口座番口宅ナ」記入

してください。

戸ー受付印 翠屈i61)年度戟見縣既習競韓書

I神戸市中央区長：［1 "＂者←三竺£―． 障 岳一考

三・日器日 ー
三：入

： 
た

さ

ロ ロニ
考儲

,

'

、

キ，リト，9,J 繰， 99 9 9 99 • • 

じ還り含盆〖iを信g§品た』倍咬房且知さ3貪茎雙は；；”，1-,
（あなた名塁の口庄9こ隈ります。）鴻三•の口●へ戴心みを希望される方は，●這●ヘ

il反！し'’;；i ; ；0; 

じ待微否号 区

凸

悶
入

袢戸支店 1；；？：ぅ了四6J_且
と

塁理番号 ・・ 一

申請者

り災者氏名

り災場所等

］三c"月・ニ［
・~~

フ＇！ ,'1 コゥ ベ呵
------

芥申戸
：ー・一~

渾戸市中央

Y寺 笈

クロウ

入畔
区ヵa糸内 G樋 b-S-I 

コ9● 求 [99箪屋吠，．をま置してく'’き，9

冠
本
は
大
切
に
保
斉
し
て
く
だ
さ
し

~1'’:rr 

•• 

,＇ 

宅住河

~

q

 

〶

口非仕を

•— 

＇）災程度 l戸 cしい
兵席県南部地震に伴い生じた「り災」の状況は

上記のとおり相連ないことを証明します。

平成 7年 3
 

月 ,7□

神戸市中妥 区 長

（
比
国
）



知田 平成 16,71 年度輯役 •9品税晋践翡請書

:m叫訳巫□,ニ-番-~
住所〒と,.,--------. ff灼＾

神 9狂｀ £北町:,_-
9 9 d 9.,.＂ 9 ジ n・’

賦濃を受けた方の氏名 甚 四 ；欠 9-
運格 先 9 上記住州と同じ鳩台．記入は不•叶

E吋：：辺をし'，(lだ：い;：焼） ←［ 
た

損害状況で，該当する項H
、辺を

＊損害の状況で，誼当するi

翻する予渥又は I D 全
皿る家屋が ⇒ ----

り災証明書（育 撫）
・-

所有す る 家 嗜 臥 ―
口隕喜呵緊釦 回損．如割未濤

三：：言：；；；： ： 
/ ＊この＂ばは，記入しないでください。＊

叶以免訓合 1 % 

4 期分＿• 月闊叱}（過農） •特別徴収分
当年分• 月ば・99--（過・現）

合計所得金碩

直免該当
□ 6年度

D '年度

保

．
 
．
 

は万

気

"
"
a
"
 

し
込
•

靡
”

茎
込

菊
7

g
へ

径

ー
、
名
已

E-

占
cu

区

・
ロ

森

<

支店

笠理番号 一 一
|；；；；：ニバ；

t 

現在の住所（荘筵先~ャ）が

上記の住所と違う場合に記

入してください。

してください。

-----

減免申請書

家財の被害により

■『災害を受けた家屋・家財等の哨細書』を必ず添付してください。

: --； 

； 「― ；について．記人してください。
： 

震災直前に所fiしていた家財すべて

一宍叫亡妥ヽうた家薩・愈m等と四細會一

三戸：三・戸竺
三可[
｀三1 

£
-
L
 

I I心．900凶9999 

4 岳•0• I Ro心0

還付金が生じた場合に振り込みを希望さ

れる．あなた名編の↑mn,nn(．郵便弓を

除く）の口座蓄弓等ナ4記入してください

' 
I 

戸三ti～ 
＇ 

•• 
0-

ょ
-
l
1

所有していた家財の震災後の状況を

「―
： 
：記入してください．

・ 

・如9C配収行在するも• I③ 
騎
付●贄ぶ• • I • • 

＿上

I区--;-l＿竺二［●●99 -＿-」

“ •-._. I曲切ml●箕
@ーな909

＿゚
9匹 lィ心900

oaooo 

I | K990•I ヤヽ．．

。-

4～匹0+ 1 

” 

l 
＇-jAeog 

99OI9099eo 

99 999| 99309 

゜ こ
k9言三〗叶ぞ

a 

-;---

°i 
--I-•9旦099

~ 

- | 99CO° |． 
竿

ヽ

゜r299ヽ

" ] 

注9k詐9"の『呪・じ仕印に母宵しくいたも叫●に9,．災直面に
匹 0"·匹｛たサ・ベ• F....¢ャ， 9 ．．咄ヤ込閲9tt玉鉛虎訳罪．‘;アレ9. ＄螂·心•乾四晒虞・令心•など9.

台伶川品 9...．99C ・レンク・オープン．．．など．衣讀 ●呉鴻9

..ヽ— ・ ー・・し~一

綱
目

一

4
1
5
 

善
叶
笠
湮
f
姻
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一災害を受けた家屋・家財等の明細台一 1官役所処理11111区 j竺押番?- - - J 
住 所（平成7年1月1日現在の住所）

氏 名 ［
丁五五叶明・大了昭：平ー．＿年＿＿ i-一□旦玉―年五］［ ］一—]―五

被 ① 被合計災直額前における価額の ②損害額の合計額 (3)保な険ど金・共済金・捐害賠償金 ④差引揖害額（②一③） 姐苫割合（④／①） : 被災財差の区分 どで補填された金額

災
_． 

家 屋 円 円 円 円 ％ 

状
＇ 

----- •,~• 

家 財 円 円 円 円 ％ 

況 - - L-- .—- _＿ 

商 品 円 円 円 円 ％ 

① 被災直前に所有していたもの ② Q)のうち被災後存在するもの R ④ 

_ 損害-の程J度 I-備-考-
-—,.-

餘付去随費費等の用 描((!)-(;!）害＋③額） 
被災財産の区分 品名または構造 数量 単価 価額 数量 単価 価額

被
＇ 

『---•一 ’一一~ --,. 
a 

災 l •—--—•—-- +- _--―-

| -—— . - ↓ 

状 l ．ー・ _ ＿＿ ＿← . ---

L-~ — -- --- I--.— r 9 -

況
l ---9 -＿ L- -

←ー---- r- ． 
―ーロ「ーロ ―---

0) - --―-L -

- - -

内 9.  

訳

I —←ー＿＿~—-一!I I I •- -

L__  - -·••—,._ ______ 

注）太枠内の『I))被災直前に所有していたもの』欄には．被災直前に所有していた資産すべてについて記入してくたさい。
［品名の例：家具（たんす・ペッド・食器棚・応接セット・机・柏子・鋭台なと）．記気製品（テレビ・ビデオ・ステレオ・冷蔵庫・洗濯機・乾燥機・掃除楼．冷暖房椴tiI:)．

台所ffl品（嵩沸器・コンロ・レンン・オープン・食器など）．衣類．寝貝等l

（
灼
忌



芦 き えヽ ナニ

C>この明細苫は以下のことに注窟して記入してください。

l.雑指控除を受けようとする人は．被災直前に所打していた吝尭（たな卸資産事業の用に供する固定資産事業に係る繰延資産及び山林並び

に牛活に通常必要でない資産以外の資産をいいます0)のすへて及び損害を受けた汽産のすべてについて記人してください。

2. 各1111の記入については．次に注怠してください。

Ill 「被災状況」欄

この1111には，まず．次の121r被災状況の内沢」瀾で．個々の揖害などを計算した上次により記入してください。

ア 「①被災直前における価額の合計額」 1111及び「（②担宮額の合計額」 1111には．次の12)「被災状況の内訳」 1111の勺‘被災直前に所有していた

ものj襴及び「(4)損害額 ((i） ②日釦」 11i1からその被災財産の区分（家屋．家財等の区分）ごとの合計額に記入してください。

イ 「③保険金．損害賠償金等で補填された金額」 11tには．保険金や損害賠償金なとの支払を受けるものがある湯合に．その支払を受ける金

額がその対象となった被災財尭の区分ことに判明するときは．その被災財産の区分ごとに．被災財産の区分ごとに判明しないときは．被災

財産の被害額等により配分したところにより記入してください。

なおその明細（支払者ごとの名称．支払を受ける金額．保険の契約金額など）については．この用紙のも余白に記入するかまたは適宜

の別紙に記入し添付してください。

「被災状況の内訳」 1111

この1111には．揖害を受けた資産について． てきるたけ細分して．次により記入して（たさい。

ア 「(D被災直前に所有していたも0)」11110)「被災財産の区分」 1111には．被災財産の区分を家屋．家財．商品などのように記入してください3

イ 「⑫XDのうち被災後存仕するもの」 1111には．災害により資産が滅失したものについては． 「Olと記人してくたさい。

ウ 「③除去費等の付属曹用 l欄には．災害により滅失，指壊した資産の除去貨の費用や災害0)やんだ日の翌日から 1年以内に支出した復旧

費等災害に関連した付随費用を記入してください。

工 「①被災直前に所有していたもの」 1111及び「②①のうち被災後存在するもの11111の「単価l及び l価額」 1111には．次により記人してくた

さい。

家屋家財．曲品その他雑旧控除の対象となる資産に損害を受けた場合・・・

家陀や家財なとの被災直前の時（曲で計算します，

オ 「損害の程度J欄には．例えば全焼．半焼．水損．全壌．乎壊及び一部破捐などと記入してくたさい。

カ 「備考」襴には．被害を受けた資産の所在地（場所）か住所と異なるものについて．その臼産の1所在地（場1/r)なと参考となる＃項を記

入してください。

121 

a
 

只
固

4
1
7
 

泣
叶
泄
翌
1
栄



418 

阪神・淡膿大●災で楓災された方へ

県税の申告・納付等の延畏期限のお知らせ

兵庫県・財務事務所

〇 指定地域に課税地かある方

I石;玉`~]_-------
神戸市、尼崎市、明石市、西宮市、洲本市、芦屋市、伊丹市、宝塚市、三木韮

二竺̂ _？竺：＿竺竺［三竺竺竺二竺二竺竺王竺風！～］
個人事業税、法人県民税・事業税、不動産取得税、特別地方消費税

などの申告・申請・納付等

延畏期限平成7年5月31日
ただし、震災により被害を受け上記期限までに申告等ができない方は、個別に］

ド務事務所に申請していただくことによって、さらに期限延長の措置を受ける

ことができます。

なお、個人事業税の申告（平成 6年分所得の中告等）については、震災により

被害を受け相当の期間申告ができない場合は、

平成 8年 3月15Hまで期限延長を受けることができます。

〇 指定地域以外に課税地がある方で被災された方

指定地城以外の方で、震災により被害を受け期限までに申告等ができない場合

は、個別に財務＃務所に申請していただくことによって、期限延長の措置を受け

ることができます。

※個人県民税は、個人市町民税と併せて賦課徴収されますので、その取扱いについ

ては、お住まいの市・区役所又はIIIJ役場へお問い合わせください。

＊詳しくは、最寄りの財務事務所にお尋ねください。

神 戸財務事務所 tt07B-361-B500 加古／I(財務事務所 合0794-21-1101----j 
兵灘庫 財務事務所 ff078-84 l-0851 姫 路財務事務所 H0792-Bl-3001 

-----------. 
叩 791-63-371ロ財務事務所 tt078-51 l-21□1 竜 野財務事務所

西神戸財務事務所 :zt07B-735-l 331 上 郡財務事務所 ff07915-E-5-1 0lll 01 --4 
尼 崎財務事務所 B 06-481-7641 豊 岡財務事務所 で0796-E3
西 宮財務事務所 ff079B-23-77BB 和田山財務事務所 ff0796-72-3151 

| 明 石財務事務所 ff07B-917-l l 22 柏 原財務事務所， 合0795-72-0500
1伊 丹財務事務所し ff0727-83-l 231 洲 本財務事務所 合0799-22-3541□ 社 財務事務所 In□795-42-5111 



（表面）
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訊•淡路大震災により被災した自動車についてのお知らせ：I

阪神・淡路大震災により被災されました皆様方には

心からお見舞い申し上げます。

今同の地裟により被害を受けられた方には、自動車税及び自勁車取得税について、次の

ような税の減免（滅額）、徴収の猶予等の特例拮溢があります（詳しくは｀義面の財務事

務所までお問い合わせください3)。

◎自動車税の減免（減額）について

修理を必要とする場合

,,, 

連行できない期間が16H以上であれば月割計算により自動車税が減免されます。

・!京動機等が損壊し、運行できない自動車を修理する場合については、災害を受け

た日から修理が完了するまでの期間が対象となりますa

・運行に支障がない自動車を修理する場合については、その修理期間が対象どなり

ますG

＜提出書類＞

・減免申請書及び被災状況報告書（様式は財務事務所にあります,)

・「自動車修理見積書」及ぴ「自動車修埋完了報告苔（様式は財務事務所にありま

すC) 」

＜申請期限＞ 平成 7年 7月31日

2 滅失・解体した湯合

平成 7年 1月分から自動車税か減額されます。

く提出書類＞

・被災状況報告書（様式は財務事務所にあります。1

．抹消登録証明告（登録事項等証明書）の写し

なお、被災により抹消登録に必要な書類等がそろわないために抹消登録証明世（登

録事項等証明書）の写しが提出てきない場合は、解体証明書または滅失の事実が確認

できる写真等を提出してください。

＜申請期限＞ 平成 8年 5月31日

3 被災したビル等に閉じ込められ、自動車を運行することができない場合

平成 7年 1月分から自動車税が減額されます，

く提出書類＞

・被災状況報告書（様式は財務事務所にあります。）

・駐車場ピル等に係る「り（被）災証明書」の写しまたは運行できない状況か確認できる

写真等

＜申請期限＞ 平成 8年 5月31日

兵庫県

地方税関係
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は国i)

◎自動車取得税の減免について

被災により減失・解体した自動車の代替平を平成 8年 5月31日まで：こ取得された場合は

減失，解体した自動卓の被害直前の咀常の取得1面額iこ相当する各真iこ悦率を采して得た額が

減免されます3

＜提出書類＞

・減免申請書及び被災状況報告吾（様式は財務事務所にあります』

・（自動車）

抹消登録証明書（登録事項等証明葺）の写しまたば解体証明書むしくは減失の

事実が確認できる ‘,i真等

, I軽自動中）

自動車検査証返納証明書の写し及び解体言9明臀等減失の事実が確認できる笞頴

◎徴収の猶予

被災1こより自動車税を納付することがでさない場合は、申請：こより 1年以内の範囲て徴

収の3酋予が受けられます。

1藍唐五れた方へお謂い1

新住所を必す恰轄の財務事務所までご連絡ください。

［自動車税の減免｛減額）等についてのお問い合わせ先］

下記、財務事務所の自動車税担当課へお問い合わせ・ご相談ください。
- -

財務事務所 I配I吏番
所 仔 地 雹話 管轄区域神戸一｀江嘉〗，戸□五1す玉］ （（l7S)面声］ここ

、百］且い［鱈冒丘
崎
宮
石
円

社

尼
西
明
伊

7ヽー

ー

，
 

.
b
.
b

『

i

p

h

1

9

6

6

6

6

6

 

尼諭市成蛭波町5丁目21番8号
曲宮市櫨塚町2番28号
吃石市本Hi2J-H3薔30号
伊｝）市千i曾1丁目51留地

加東郡吐町社キ西柿ll975-2

1

3

6

 

―
-

9

9

 

7

1

~

 

3

3

1

O

o

1

3

 

オ

ー

5

2

神

切

ミ

下

天

竪

L

の

号

町

井

吊

山

＂千谷

0885

家

田

丸

号

東

原

由

守
的
字
・

J-ー
町

柏

r

町
道
，
水
郡
ー濯

山

町

'J

111
中
冨
ふ

古
干
引
町

加

条

野

郡

町

田

原

屋

市

よ

難

上

手

和

伯

塩

川

市

市

郡

市

郡

郡

市

古

詑

野

穂

岡

来

L
本一

加

姫

龍

赤

豊

朝

水

洲

＿
 

"
1
2
5
2
3
3
-

固

副

応

磁

蕊

硲

紐

壱

1
|し

l
,
1ー

9

1

L

川

路

野

郡

岡

山

原

本

―

古

田

加

姫

竜

上

豊

和

拍

洲

“J78B4l-0S51 神戸市東灘又灘ユ
(078}511-211)1 神-市兵庫区北区
(078]735-1331 神戸印hn区唄虐区

至．水区西ば
(O6)48l-764l 尼崎市
(0798)23-7788 |内宮市苗屋市宝塚市
91)78四l71122 |日月わ市 三本下 ”'[ 
/0727)83-1231 伊 l}i/, Iii西市 ＿—田市

ilil辺郡
(0795)43-5111 丙脇巾 ，J涅わth直市

け項郡多可郡
(l)794)2l-llul |jL古！暉高妙市 IJ□杓9
l0793181-3001 姫路泊帥磨郡神ば甘9
(l179l163-37ll 1龍I!市揖疇宍栗郡
(079l5)2-5111 相4市赤穂．市赤穂郡

i}用9J
(07%123-!0lll 翌l~ci 城崎都出石B,i

美方郡
(0796)72-.1151 
(i)79.5）7:-0500 
(0799)12忍 ll'l本市津名郡三原郡

［自動車取得税の減免等についてのお問い合わせ先】

ド記、財務卓務所の自動車取得税審査担当へお問い合わせ•こ＇相談くたさい:

,，自動血
即庫事務所自動車取得税審査担当 658 神戸市東灘区魚崎浜町33 疇）441 -0305, 

姫路財務事務所自動車取得税審査担当 j 672 姪路市白浜町甲 (（17921 45-254 1 

（軽自動車）
西神戸財務事務所自覧車取咄澤紀担当 1 652 21 神戸市西区玉津町居住宇係田67-1 1 (078)927-7700 1 

畔財務亭務所自動車取得税審査担当 ，672 9立絡9h臼浜町字宇佐絞南2-2 [（07り2146-3695
L—-—--------•--_I_ ＿--•一―-•--- -----] 

( ― - ---_  ＿＿ ＿_＿----
自動車の登録（新規、移転、変更及び抹消登録）についてのお問い合わせ・こ相談は，）

兵宥陸運支局〒658

姫蹄自配車検査益蛛事務 所〒672

軽自重1J単検査協会兵庫事務所〒65l-2l

軽自飢車検杢協会兵庫事務所姫路女所 〒672

神戸市東灘区魚崎浜町34-2 口！（I18)l53-11(）0-1

姫路市白浜町甲 云 (0792145-0181

神戸巾西区上津居住字孫m671 ttluW927 J648 

姫路巾白□1字宇佐頃南2-2 ff(07")46-1197 

国！
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被 災状況報告書

兵庫県 財 務 事 務 所 長 様

下記の自動車について、次のとおり報告します．

住所

氏名

電話（

被 登録香号 I軍名 I 

（別紙様式 1)

平成 年 月 日

番

用 途 自家用・営業用 I乗用車・貨客兼用車・トラック・その他

災 自動車税納税義務者 I I所有者 1
被災湯所

自 抹消登録日 平成年月 8● ● ●,.............................,............................,......,,.................,................,,.................................. 

解体・減失 平成年月日.......................................................................,,....................................,.................................. 
動 條理期間（日tB月蛉屑紐予良月1，l)平成年月 日～平成年月 日

被災状況

車

損傷状況

代 登録香号 I U！名 I
替 用 途 自家用・営業用 I 采JIIll［・貨客兼 HI 血・トラック•その他

自 取得者

動 取得年月日 平成 年 月 ll 

車 その他

※ 代替自動車の樅1は｀自動車取得税の減免を受ける出合に記入してください．

地方税関係
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地方税関係
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経理六仔省氏名印 I
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演本の金額又は出資金額 I
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り へ、ヵ
人

昭和

平成

年

年

月

月

日かも

日まで
の事業年度分の法人事美税の申告杏の提出

期限を延長したいので申請します。

i
 

I
 

目j

印

円

゜
申告書の提出期限の延長の指定を受けようとする日

平成 年 月 日

〇 申告書の提出期限までに決算が確定しない酒由及び指定を受けようとする

日までその提出期限の延長を必蓑とする理由

而
見
i

“- -.-・-・・・・・-・ヽ●●●● ● ~ ~ ~ ~ •~—·~ ~ --~— 
税 52102 (34) 

編 II 鬱呵；
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＿
 （表1l1f)

法人税に係る確定申告書の提出期限

の 延長 の 処分等 の 届出 書

平成

神戸市

,............¥.... R ,1：二．菩：二年＿｀可―叫··一人番一—

¥ :ド:）----―― 理1平成年月』 I 
•.. ・..．・. • • .．．..．．．.. 

11 

資本の金額
又は出資金額

年 月

厄長梢

円

平成 年 月
- -

提ti¥期限の延長については

ので居け出ます

日から

の事業年度分から法人税の確定由告書の

平成 年 月 日まで

ロ
ロ
ロ
ロ

下記のとおり延長の処分があった

下記のとおり指定に係る月数が変更された

その延長の処分が取消された

その適用を受けることをやめた

ー']
.-ru 

（確定巾告書の提出期限の延長期間）

（変吏後の指定に係る月数）

― -—月間

月間

4. 7（市法 38)

ii!9iii•; :-9•999999t~ — 
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（裂而）

記蔵心得

1 この届出書は，法人税法第75条0)2第1項（同法第 145条において準用する場合を含

む。 2において同じ。）の規定により江人税の確定申告害の提出期限が延長された場合

（同法第75条の 2第6項（同法第 145条において準用する場合を含む。）において準用

する同法第75条第 5項の規定により当該提出期限の延長がされたものとみなされた場合

を含む。 2において同じ。），同法第75条の 2第3)頁（同法第 145条において準）IIする

場合を含む。 2において同じ。）の規定により当該申告書の捉出期限の延長の処分につ

いての取消し若しくは変更の処分があった場合又は同払第75条の 2第5項（同江第 145

条において準用する場合を含む。 2において同じ。）の規定により同項の屈ill古を提出

した場合に使用してください。

2 この届出害は．怯人税法第75条の 2第1項の規定により確定巾告書の提出期限が延艮

された場合には．当該申告書の提出期限の延長の処分があった Hの属する事業年度終了

の日から22日以内に同法第75条の 2第3項の規定により ‘9,1該申告告の提出期限の延長

の処分についての取消又は変更0)処分があった場合には．その取消し又は変更の処分が

あった Hの属する事業年度終了の日から22日以内に，同法弟75条の 2第5項の規定によ

り同項(!)届出害を提出した場合には．その居出書を提出した日の属する事業年度終了の

日から22日以内に． 2通を提出してください。

3 様式中四段害きとなっている箇所については． 届出の内容によって該当する事由に

ロコしてください。

已

地方税関係
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（表面）

，ヽ 9,．＿ 9 -一、一、 9‘̀、
, •‘倉‘,
: -', 

：受付印；,, : 
‘、‘、•':
‘ヽ＿誓‘‘----・‘、一冒

（整理番号

個人事業税減免申請書

平成 年 月 日

兵庫県 財務事務所長様

申請者

住

氏

所

名

電話 局

⑳
一
番

兵犀県税条例第45条第 2項の規定により、個人事業税の減免を申請します、9

口
成

＿

l

-― 
平

ー

i
面

l

号

l

番

度
l

税

-

l

 一
期
一
課

年
一

事業の種類

円

円

平成 年月 日
- -

平成 年 月 日から

平成 年 月 日まで

減免を必要とする理由

.. - --.  -- - ----
自宅、借家の区分 1. 自分の持家 2. 

氏 ーロ―---— □--名 続柄生年月日 年齢，所得の種類所得金額備
------------------- -- - +―-----『―--------------------------•-----· :--- - -1・-- - -・・.,c 

9 ;．．；  9 

円‘[ ______ •.. j.  __ --・・--・ ____ ;'', 
: ・----・・.. •: --・・--・ ・・--1・・・---・・----. 

--.・---- --- -- -- ---·•--·•---·----·--、------1 ----- --1---- -. 
----------------------• ------： ---------------------------9―----9 - - - -：-- --- ---．．．．．．S-----------------

; :．.， i l 
-- i -9 - - - - - - • - - - - - -—’——:—-- - -- -―:―- - --

; ！ ．．:  

- - - -- -t -．-．---
------------------l ------―トー―- - - -- --'---- ----；-- -- - -1―-- -- -―→ --- - --． 

．． ．． ーー ： ．． ．9． .．．．． .．． ．～ - --•' ----------------------------1-------------------」'----

'..'  
- - - - - - - - - -•. 9 - - - - - 9 - - - - - - - 9 - - - - 9 - - - - - - - -'-- - -- - - - - - - -'-- - - - - - - - - - - - - - - - - - - -9-------・ ----------
;＇・  • ;＇,  

税務署で認められた各種控除等
.~ 

扶養控除，
；陣害者・老年者 • 災害減免による
：寡婿控除

， 勤労学生控除
減免税額

円i 円 円円

0
該
当
事
項
は
必
ず
記
載
し
て
く
だ
さ
い

借 家

同

居

親

族

等

の

状

況

雑損控除；

円

医療費控除：
円＇

一
考

御注意 1．リ災証明（写）等、減免理由を説明するに足りる書類を添付 Lてください。
2. 自t借家の区分欄は、該当する方を〇で囲んでください。

なお、事業所の所在地と住所が異なる湯合は、住所地の住居について記載してください。
3. 災害による場合は、損害の状況を裏面に記載してくださいc

税 53013
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地方税関係

（裏血）

災害による損害状況

被災 被災物件の所在
年月 平成 年 月 u 
11 地又は被災地

資住 資産 0) i資産等の 喜保険金等に
所有名 被害の程度 価 頷 損宮金 り補てん :B) ：c! (l)＼ I ！ il9) 

区分名 称
れるぺき (AJ X 100 

＇ 

IヽA‘I (Cl 

n FJ 

事

業

用
I 

！ 

資

産

← 

計
1'1 ％ 

I 

非
I 

I 
i 

事 ， 

i 
業 I 

＇ 

用

＇ l 
i ＇ 

資

産

＇ 
l 

計 | I I 
~. 

その他参考事項

卸注意 「非事業用資産 Iには、申請者及び扶澁親族0)所有する住宅又は家財等直接事業0)用に供する資産

以外の資産を記入してください。
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＜ 祀栽経1 長面 〉

（匹:⇒ （ 記裁伊l裏面 ＞ 

＇ 受付印， 
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個人専業税咸免申清書

兵店県先翠財務事務所長様

平戌 7 年 月 日

中 l9 者

住所神脅夫粒昼阿．3-I-＃

氏名．．．．．．兵危．．ご玲．．．．0
電！舌わ9／昂 J／9/z 

兵鷹県税条 9"＂'条第 2項の規定により｀僭人軍凜悦の点免を申 99します．

庄 度 ！ 平 成

＂ 
別

II旦
楼税番号

7 年度 1 凜税頃遺 9I

竺税 99

9 & 3 ≪5 号1 訥悶 [9

喜棠の項類 念奈
心を必要とする陛由

紐紐迂災（這リ苓条祈遠物が合褒炸．

日事凜の ",.1ロ！
自 宅、 1●ゑ―ガ区―分 し目分の門家 2・ l昔衷

氏・ ・ ・ • ・ • ・ 名；咲 I日：生年月日・年 99矛i日の,1頑所i易金91・傭 去
同

．．．．・ •• ・ ・ ・ ・ ・・ • ・ ・ • --・ •• • ・ ・ ・ • ・ ・ ・・ ・ ・・ •..... ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・●・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・-・-・・●・・・・・・・・・・・・-・-： ；円：居 ・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・:・・・ ・・・・・・・:・・ ・・・ ・i・一・・・・・・:-・・・・・・―;・・ • --・ •----・ --・ ・ •ー· ・----・ー・-• -----・ ------・ • --・ •--・・ • ・-・ ・ ・ •・曹•一

類
→ ----・・・・・・・・・・・・・・・'・・・・・・・・・・:・・・・・・・・・・・・・・・・.......,......,............,...............・

族ー・・・ •一 ················:··········'········:···········:······•·:••········:···················:--·············i···············
苓 ・・．-•....— -ー..●..●ー-一•・・．●·●●―. -ー・ •..— •.— ——·ー-ーー:”ー-● :．・ ●―● --ー—・ ・・― -・ ＿．-――・ー:.・― ―●―．_曹—…· ．・.• ●・—....

の

炊

ill.1 
·······-·;··-························•·····-·••:-••···············'···-··············'········-·-·:·-···--·-

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・'・・・・・・・・・・:........ :.........'... 
...............,.・．．．．．．-•···········-・．．．．．：ー・・·····-·-·-'·······•·········

悦 1月署で認められた各 9直控除苓

"I日控除医原只 1三餘挟妻 1全焼 9Z苔者・乏年者．動ぢ字生控除：災宮減証よる

円・ 円' 円；寡渭世阻 円；溢免悦 99
円： p 

勾 亡マ l 心免理由を決硝すろに毘りる冨碩を沌Itしてください。

2 ●宅借家の区輝91土囀該当すろ方を0で囲んで（ださい，

なお｀事如印所在地と謡が記る場合19、比祈地の屯居9こついて記荘してください．
3 災害による場合99、,a害の状況を裏面9こ：E立して（ださい．

災害 1こよる損害状況

被

7 年 9 月 ,1 日 1 □言:::I 神戸＃底5 束訊戸—/-ダ三月 平成

8 
保否に

資 資産の
所有老 被害の！呈度

資産寺
償吝金9ll

より1町てん
(9) - （C) (D(A) ) X 100 

区分 名称 のほ91 されるべき

(A) （E) 碩 (C) (D) 

円

‘’ 
事 膏街衷 心~万

， 
累

用

資

老 i 

円 ％ 

9t ば、9咆 9祐 99E' O I外7999_ 双．メ

非

事

業

用

査
I 

産 l 計

その他謬云事項

'）笑証呵言知噂嗅臼

I 
刃左, r非事釦我歴」には、申1胄者及び快要9鰈の所有する庄宅又I塚財写直1委事凜の用に供す

る資産以外の資杢を記入してください．



事業用資産の損害額計算書（家屋等が2以上ある場合）

墨

＇ 

緬•5話苓 I 戸斤

土地の価額建物の価額 言十 被害割合 被害金額 類r.関it砂t践金等I：より廿I 損害額合計

芦 造 〈固定難罪Ii屈）（1) 〈瞑薪雌〉 (2 (3)((1)+(2) (4) (5)((3)x(4) を貼岐曲(6 さhがき0(7) (5)+(6)-(7) 備考

I 

I 
合計 1 「

② 

◎その他の事業用資産

I ii国（競師） 損害額 類rー姐するやも’ 餓罪より翡 損害額合団

資産の区分 7 猜加起 イ さh恥撞 ウ (7+i-り

固定賣百（ i他、包有伶() I | ！ 
棚 卸 資 産 l I 

I I I 
言十 Iこ I I Iオ

（別紙 1)

価 格 揖 害 額 捐害割合

A（①十二） B（②＋オ） (B/AX 100) 

I ！ 

i (50％屈吋合説%） 
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